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ようこそ薪ストーブの国へ
Welcome to Wood Stove-Country.

薪ストーブの国へ、ようこそいらっしゃいました。
今日から、あなたも薪ストーブの国の住人です。

さて、これから薪ストーブのԌがゆらめく素੖らしい೔ʑがはじまりますが、

そのલにおئいしたいことがあります。

それは、͝ 使用のલにこの「取扱説明書」を必ずていねいにおಡΈいただくことです。

そして、この薪ストーブをより正しく͝使用いただき、

຤Ӭくこの薪ストーブとともに暖かいਓ生を分かちあっていただきたいとい͏ことです。
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警告表示について
この取扱説明書には、҆全にお使いいただ
くためにいΖいΖなࠂܯදࣔをしていま
す。ޡった取り扱いをすることによって生
じるϦスクの内༰を、࣍のよ͏に۠分して
います。内༰をよく理解してからຊจをお
ಡΈください。

このදࣔをແࢹしてޡった使い方をする
と、ਓがࢮ๢、重ইをෛ͏ݥة、または火
災のݥةが差しഭって生じることが想定さ
れる内༰をࣔしています。

このදࣔをແࢹしてޡった使い方をする
と、ਓがࢮ๢、重ইをෛ͏可能性、または
火災の可能性が想定される内༰をࣔしてい
ます。

このදࣔをແࢹしてޡった使い方をする
と、ਓがইをෛ͏可能性や物的ଛ֐の発生
が想定される内༰をࣔしています。

ຊจதͷϚーク͸ɺ࣍ͷҙຯΛද͠·͢

このදࣔは、「ࢭې」されている内༰です。

このදࣔは、「஫ҙ」していただく内༰です。

このදࣔは、必ずしていただく「ࣔࢦ」内
༰です。

4

安全のために必ずお守りください

お客様による据え付け
移設工事の厳禁
据え付けや移設工事は販売店、または専
門業者に依頼し、お客様ご自身では行わ
ないでください。設置については別紙の

「工事説明書」の他、火災予防条例、建築
基準法などの法令の基準があります。こ
れらに従わない場合、火災など、危険な
状況を引き起こす場合があります。

据え付ける床を必ず保護する
ストーブを据え付ける床を不燃材料で防
火上有効に保護してください。床の保護
を怠ると燃えた炭の落下等で、火災の原
因になります。

13 ページ

ガソリン厳禁
ガソリン、軽油、灯油、またはオイルな
ど引火しやすい油は絶対に使用しないで
ください。火災の原因になります。

スプレー缶厳禁
スプレー缶、カセットボンベなどの高圧
容器等をストーブの上や周囲に置かない
でください。熱で缶の圧力が上がり、爆
発して危険です。

衣類の乾燥禁止
ストーブの上に物が落下する場所では使
用しないでください。また、ストーブの上
部で衣類などの乾燥はしないでください。
落下物に発火して、火災の原因になります。

灰を可燃性の容器に入れない
ストーブから取り出した灰を紙袋やビ
ニール袋など可燃性のものに入れないで
ください。火災の原因になります。

31 ページ
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定期点検の実施
お客様ご自身で行われる日々のメンテナ
ンスのほか、定期的（5 年に 1 回程度）
に専門業者の点検・整備を受けてくださ
い。点検を受けずに長期間使用し続ける
と、経年劣化等により、故障や事故の原
因になります。        

30 ページ／別紙「あんしん点検の
ご案内」

お子様やお年寄りの
ご使用注意
お子様やお年寄り、お身体の不自由な方
がお使いになる場合は、周囲の方々がやけ
ど等に十分注意してください。

移動防止柵（フェンス）の
設置
特に小さなお子様やペットがいるご家庭
では、移動防止柵（フェンス）を設置して、
ストーブに近づかせないでください。や
けどの原因になります。

燃焼室ドアを
開けたままの使用禁止
本書に指示のある場合を除いて、燃焼室
ドアを開けたまま使用しないでください。
また、ドアが閉まらないような長い（太い）
薪はくべないでください。煙や火の粉が
室内に漏れたり、火がついた薪が室内に
転がり落ちるなどして、火災の原因にな
ります。

天災地変の後は
そのまま使用しない
地震、水害、落雷などの天災地変にあっ
た場合はそのまま使用せず、必ずお買い
求めになった販売店、または専門業者に
点検をご依頼ください。隠れた不具合に
気づかず使用し続けると、火災の原因に
なります。

可燃物との距離を離す
ストーブ、および煙突から、周囲の壁・
天井・柱などの建築物までの間は、火災
予防上の安全な離隔距離を設けてくださ
い。火災の原因になります。

１3 ページ

家具、カーテン、寝具、薪
など、可燃物近接禁止
家具、カーテン、寝具、薪など、燃えや
すいものをストーブや煙突に近づけない
でください。火災の原因になります。

13 ページ

煙突・給気筒外れの危険
煙突や給気筒が外れたまま使用しないで
ください。煙が室内に漏れて健康に害を
およぼすほか、火災の原因になります。

給気・排気経路閉そくの危険
煙突や給気用のダクトがつまったり、ふ
さがれたまま使用しないでください。煙
突内部は定期的（少なくとも 1 年に 1
回）、または煙突内部に 3mm 以上のスス
やタール等が付着した場合は必ず掃除を
行い、屋外給気口の周囲は常に整理整頓
してください。煙突火災の発生や煙が室
内に漏れて危険です。

37 〜 43 ページ

分解・改造使用の禁止
本書に記載されているメンテナンス以外
は、分解および改造はしないでください。
火災や破損の原因になります。

5
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高温やけどに注意
燃焼中や消火直後はストーブ、および煙
突が高温になりますので、手などで触れ
ないでください。やけどの原因になりま
す。ストーブを操作する際は、燃えにく
く断熱効果のあるグローブを必ず着用し
てください。

自然薪以外の燃料使用禁止
乾燥した自然の薪以外は燃やさないでく
ださい。化学物質や塩分等が含まれてい
る薪は、有害物質が発生し健康に害をお
よぼすほか、破損の原因になります。

16 ページ

焚きすぎ注意
燃焼室に薪を入れすぎないでください。
火力が大きすぎるとドアを開けたときに
炎が漏れる、またはストーブや煙突が過
熱され、破損の原因になります。

20 〜 22 ページ

換気扇使用時のご注意
ストーブの燃焼中に換気扇を使用すると、
ストーブや煙突接続部から室内に煙が漏
れることがあります。異常に気づいた場
合には換気扇を止め、販売店にご相談く
ださい。

異常・異臭・故障時の
使用禁止
制御できない燃焼、強い臭い、部品の変形、
または破損など、異常や故障に気づいた
ら使用を中止し、販売店へご相談くださ
い。事故の原因になります。

6

換気の必要性
ストーブをご使用になる前に、必ず部屋
の給気口（レジスター等）を開き、外気
が入る状態にしてください。
使用中に煙の強い臭いや異臭を確認した
ら、ただちに使用をおやめになり、窓や
戸を開けて室内の換気を行い、お買い求
めの販売店にご相談ください。

15 ページ　「部屋の気密と燃焼用
空気について」
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安全のために必ずお守りください

εトーϒΛਾ͑෇͚Δ෦԰ͷ気ີ͕ߴ
͍৔߹Ͱɺ෦԰ͷ׵気ઃඋ΍εトーϒ
ͷଞʹۭ気Λඞཁͱ͢ΔثػͷӨڹʹ
ΑΓɺεトーϒ͕燃মʹඞཁͳۭ気ྔ
Λे෼ʹऔΓࠐΊͳ͍ͱɺෆ׬શ燃ম
Խ୸ૉΛؚΜͩԎ͕ࢎΔଞɺ一͜ى͕
෦԰ʹ࿙Εͯɺ݈֐ʹ߁Λ͓Α΅͓͢
ͦΕ͕͋Γ·͢ɻ
一ࢎԽ୸ૉݕ஌ػೳͷ෇͍ͨՐܯࡂใ
ͷऔΓ෇͚Λ͓͢͢Ί͠·͢ɻث

警告
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1
慣らし焚きを行う
ストーブを焚き始める前に、必ず「慣ら
し焚き」を行ってください。いきなり高
温で使用すると、破損のおそれがありま
す。焚き始めは、ストーブと煙突に塗ら
れている錆止め油や塗料が熱せられ、臭い
と煙が発生しますので、窓や戸を開けて室
内の換気を行ってください。
　　　19 ページ

消火器の設置
万が一のために、消火器を常に決まった
場所に置いてください。

火災警報器の設置
万が一の時でも、火災警報器があればい
ち早く火災を知らせてくれます。お住ま
いの地域の火災予防条例に従い、火災警
報器を設置してください。一酸化炭素の
検知機能の付いた警報器ですと、なお安
心です。

外出時の確認
֎ग़͢Δ৔߹͸ɺ͠͹Β͘લ͔Β਋Λ௥
Ճ͢ΔͷΛ΍Ί͍ͯͩ͘͞ɻ
ඞͣ燃মࣨυΞ͕ด·͍ͬͯΔ͜ͱΛ֬
ೝ͍ͯͩ͘͠͞ɻ·ͨɺपғʹ͋Δ燃͑
΍͍͢΋ͷΛεトーϒ͔Βे෼཭͠ɺສ
͕一ʹඋ͔͑ͯΒ͓ग़͔͚͍ͩ͘͞ɻ
ストーブを設置している部屋にペットが
入らないようにしてください。

��ϖーδ

ガラスの破損注意
ドアを激しく閉めないでください。ドア
ガラスが衝撃により破損すると、ケガを
するほか、室内に火の粉や煙が漏れるお
それがあります。

7
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急激な温度上昇の禁止
ストーブに急激な温度上昇をさせないで
ください。変形、破損のおそれがあります。

ストーブにもたれない　
ストーブにもたれたりしないでください。
ケガや破損の原因になります。

水ぬれ注意
ストーブに水分や塩分を付着させたま
まにしないでください。錆の原因になり
ます。

子供の火遊び注意
お子様だけで使用させるのはおやめくだ
さい。また、ライター、マッチ、着火剤
などはお子様の手の届かないところで保
管してください。予想しない事故のおそ
れがあります。

ストーブの近くで
輻射熱に長時間当たらない
燃焼中は、ストーブの輻射熱に長時間当
たらないでください。低温やけどや脱水
症状のおそれがあります。特に小さなお
子様がいる家庭では十分ご注意ください。

ホーローの破損に注意
（オーブンシリーズのみ）　
オーブン内はホーロー仕上げです。性質
上、仕上げ面が衝撃に弱いため、お取扱
いに十分ご注意ください。また、水をか
ける等ホーローに急激な温度変化を加え
ないでください。破損の原因になります。
　　　23 ページ

料理中は本体のそばから
絶対に離れない
料理中のものが焦げたり燃えたりして火
災のおそれがあります。また、天ぷらや
揚げもの料理は火がつく原因になります
ので、絶対に行わないでください。
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ಛʹ஫ҙͯ͠ ͍͖͍ͨͩͨ ͱ͜
1

【 注意 】
万が一火災や地震が発生した際は人命を優先
し、初期消火が行える場合は消火器で行ってく
ださい。やむを得ず水を使う場合は、高温の蒸
気が噴出し、二次的な被害が発生するおそれが
ありますので、安全な距離から初期消火を試み
てください。

● 地震が起こったら……
１）まず身の安全を確保してください。

２）揺れがおさまったら、あわてず落ち着いて
火力を弱めるため火力調節レバーを閉じ、
燃焼室ドアを確実にロックしてください。

３）地震のあとはそのままご使用にならず、お
買い求めの販売店へご相談ください。

● 煙突火災が発生したら……

このような場合、煙突火災が発生している可能
性があります。
火力を弱めるため火力調節レバーを閉じ、燃焼
室ドアを確実にロックして屋外へ避難し、消防
署に連絡してください。後に必ず専門業者に点
検を依頼してください。

27 ページ 「クレオソート」 

ಛ
ʹ
஫
ҙ
͠
ͯ
͍
ͨ
ͩ
͖
ͨ
͍
͜
ͱ

 煙突火災の症状 
・煙突が赤熱する
・煙突から「ゴーッ」「パリパリ」といった

異音が聞こえる
・屋外の煙突トップから炎が立ち上がる

安全のために必ずお守りください

■「燃焼が制御できない」「煙が室内に漏れる」
など、異常が生じたら一時ご使用をおやめにな
りトラブルシュートをご確認ください。

44 〜 46 ページ

■トラブルシュートにない場合、あるいは、ご自
身で問題が解決されない場合や故障と思われる
時は、お買い求めの販売店へご連絡ください。

異ৗ時のॲ置

時のॲ置灰をためすぎないٸۓ
燃焼室や灰受けボックスを灰でいっぱい
にしないでください。空気吹き出し口が
ふさがれて燃焼が不完全になる他、薪や
おきが外にこぼれたり、ドアが閉まらな
くなり、焚きすぎによる破損の原因にな
ります。

31 ページ

ドアで手を挟まないよう注意
ドアの開閉の際には、手を挟まないよう
ご注意ください。



上ஈɿ シϟϕル փをすく͏時に使用

தஈɿ 火かき๮
燃焼室内の薪のҐ置を
มえたい時に使用

下ஈɿ ブラシ
ストーブまわりの
お掃除に使用
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付属品の確認 2
ロギ オーブン、ロギ ソープストーン + オーブン の෇ଐ඼は下هのとおりです。
͝使用લに必ず֬͝ೝください。
ສ一ಉࠝされていない場合には、おങいٻめの販売店までお問い合わせください。

෇
ଐ
඼
Ұ
ཡ

■本体付属品
□ 取扱説明書（本書）
□ 工事説明書
□ 保証書
□ お引渡し時確認書
□ 薪ストーブを安全にご使用いただくために
□ あんしん点検のご案内、兼 所有者登録ハガキ
□ 個人情報保護シール
□ パーツリスト

■オプション（別売り）

・ ベーキングトレイ（ロギ用）
【品番：50305】

□ オーブン温度計
□ グローブ（片手）
□ オーブングリル（ロギ用）【写真１】

□ ツール【写真 2】

　 （シャベル、火かき棒、ブラシ：各１）
□ ࿡֯レンν 2㎜
□ 着火剤

෇ଐ඼Ұཡ

【写真１】　オーブングリル
（付属品）

【品番：00500303】

オーブン料理で使用

【写真 2 】ツール（付属品）

灰受けドア裏のツールラックに収納灰受けドア裏のツールラックに収納
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3
਋εトʔϒͷૅج஌ࣝ
各部名称

オーブンドアオーブンドアΨラス

専用スターター

トοプ排気ޱ

トοプ排気ޱ

ストーブトοプ

ϕンνレーシϣントοプ

スターター
Ϧング

փड͚ドア

火力ௐઅ
レόー

オーブン

ৠ気ൈきόルブ オーブン

Ϧアώートシールド
（ः熱൘）

αイドύωル

アンμイアン

όοクύωル下

όοクύωル上

όοフルύωル

グϦルレール
（3 ஈ）

˔ 外؍ਤ

଄ਤ˔ ࢟ਤߏ ˔

正໘

断໘

എ໘ฏ໘

燃焼室

グレートレόー
火力ௐઅレόー

πールラοク

փड͚Ϙοクス
փड͚Ϙοクス

グレート

レοグレϕラー
（4 Օॴ）

気μクト用څ

Ϧア排気ޱ

ޱ気څ

燃焼室ドア
Ψラス

燃焼室ドア

燃焼室ドアレόー

燃焼室
ドアレόー

火力ௐઅレόー
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։͚Δ ดΊΔ

燃মࣨυΞɹ

オーϒϯυΞ

փड͚υΞ

Րྗௐઅレόーͷૢ࡞

άレートレόーͷૢ࡞
ʢփड͚υΞͷதʣ

άレートͷ։ดʢ燃মࣨʣ

औΓग़͢ ਾ͑෇͚Δ

փड͚Ϙοクεͷண୤
ʢփड͚υΞͷதʣ

਋
ε
ト
ồ
ϒ
ͷ
ج
ૅ
஌
ࣝ

基本操作 3

レόーΛ
Ҿ͘

Րྗখ
レόーΛӈ レόーΛࠨ

グレートレόーを右にدせると
グレートのܺ間が޿くなる

ʹ

グレートレόーを左にدせると
グレートのܺ間がڱくなる

ʹ

ʲϓογϡϥονυΞʳ
ӈ্ΛΏͬ͘Γԡͯ͠
։ด͢Δ

ʲϓογϡϥονυΞʳ
ӈԼΛΏͬ͘Γԡͯ͠
։ด͢Δ

փड͚Ϙοクスփड͚Ϙοクス

Րྗେ

ド
ア
の
操
作

ӈ্ΛΏͬ͘Γ
ԡͯ͠ด͡Δ

②ハンドル上へ
ʢϩοクղআʣ

②ハンドル下へ
ʢϩοクʣ

①手で押し込む

①手でおさえる



① ②

② ③

④
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ト
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機能と特長3
ロギ オーブン、ロギ ソープストーン + オーブン の
燃焼シスςϜは、シンプルな操作で高い燃焼効率を
可能にする )&5" ࣾಠࣗの燃焼ٕज़ （クϦーンόー
ンシスςϜ）を౥ࡌし、ڥ؀ෛՙ物質のܰ減とັ力
的なԌのゆら͗をఏڙします。

଄ʹΑΔ燃মߏ気ີߴ�●
ロギ オーブン、ロギ ソープストーン + オーブン の
଄となっていߏ଄はܺ間なく密ดされた高気密ߏ
ます。そのため空気ௐઅ機能によりඍࡉな燃焼速
度の੍ޚがߦえます。

●�一࣍燃মۭ気（ᶃɺᶄ）
一࣍燃焼空気は、ೋつの経路で燃焼室に取り入れ
られます。一つ目（一࣍燃焼空気ᶃ）はストーブ下
部Ԟにあるڅ気ޱから取り込まれた空気が、燃焼室
のఈ部グレートのܺ間よりڅڙされます。ೋつ目（一
࣍燃焼空気ᶄ）はಉじڅ気ޱから取り込まれ、എ໘
から上部を௨り༧熱されながらドアの上部よりୌの
よ͏に燃焼室内に入り、Ψラスのද໘を流れ、スス
の෇ணを๷ぐ໾目も୲っています。

●�ೋ࣍燃মۭ気（ᶅ）
ロギ オーブン、ロギ ソープストーン + オーブン の
クϦーンόーンシスςϜは、燃焼室தԝのԣ一ྻに
ฒんだ空気吹き出しޱから༧熱されて放出される
ೋ࣍燃焼空気によってୡ੒されます。៛密に設定
された燃焼空気のڅڙによりスス౳のඍཻࢠを削
減し、ڥ؀にやさしく、燃焼室ドアのΨラスや煙ಓ
΁の෇ணを๷ぐことができます。クϦーンόーンに
より生੒された݈߁的でշ適な᫔ࣹ熱は、大きな
ドアΨラスから発します。

●�燃মΨε（ᶆ）
炉内から出る燃焼Ψスの排気経路。煙突から԰外
に排出されます。

ʻΤアフローਤʼ

਋εトʔϒͷૅج஌ࣝ

ᶃ 一࣍燃焼空気
（ண火時ิॿ空気）

ᶄ 一࣍燃焼空気
ᶅ ೋ࣍燃焼空気
ᶆ 燃焼Ψス

エアウォッシュ

ソーϓεトーϯʹ͍ͭͯ
-0(* ソープストーン༷࢓の機छは、ストーブトοプとଆ໘ύωルに๺Ԥのఱવੴが使われています。ソープストー
ンはスνールにൺ΂温まりにくいのですが、൓໘、冷めにくい特௃があります。
ड͚た熱をため込Έ長い時間をか͚て放出されます。ストーブද໘のٸな温度มԽがগなく、Ժやかな暖房効果を
作り出します。
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4
ઃ
ஔ

据え付け場所の選定

ઃஔ

ਾえ෇͚やҠ設ࣄ޻は販売店、または専໳ऀۀにґཔし、お٬༷ࣗ͝਎ではߦわないでください。設置については別
、४があります。これらに従わない場合、火災などج४法などの法ྩのجの他、火災༧๷৚ྫ、建ங「説明書ࣄ޻」のࢴ
。こす場合がありますىな状況を引きݥة

ストーブを設置するচは、ストーブの重量に長ظ間଱えられる水ฏかつ、
҆定している場ॴをબ୒した上で、ද内数値のൣғをෆ燃ࡐ料で有効に
อޢしてください。レンΨやタイルを用いる場合は、ܺ間が生じないよ
͏に目஍をϞルタルでつめてください。また、চのอޢにはෆ燃ࡐ料（ۚ
ଐを含む）で޻ࢪしてください。চのอޢをଵると、燃えたփの落下や
᫔ࣹ熱で火災の原因になります。

લ方、および上方の可燃物 � までの཭ִڑ཭は、ストーブトοプから
計ଌした཭ִڑ཭を֬อしてください。

� 可燃物ɿ家具、カーςン、৸具、薪などを含む

ࣗ͝਎ʹΑΔਾ͑෇͚ɾҠઃࣄ޻ͷېݫ

モデル名 ଆ໘0 ෯1 Ԟߦき2

ロギ オーブン 584 1167 668

ロギ ソープストーン
+ オーブン 584 1168 668

モデル名 メーカーࣔࢦ ୈࣔࠂ 22� ߸

ロギ オーブン 1300 2390

ロギ ソープストーン
+ オーブン 1300 2403

モデル名 メーカーࣔࢦ ୈࣔࠂ 22� ߸

ロギ オーブン 750 1257

ロギ ソープストーン
+ オーブン 750 1254

上
方
離
隔
距
離

床の保護（炉台の寸法）

前方、および上方の離隔距離

（単位：mm）

（単位：mm）

■前方離隔距離

■上方離隔距離

LOGI soapstone
天板新

 0 
 1 

 2
 

Ԏಥਊ

 "
 

 $
 

 % 

 # 

Ԏಥਊ

 & 

 ' 

Ԏಥਊ

˔࣍の場ॴにはਾえ෇͚ないでください。 
・水ฏでない場ॴ、ෆ҆定な場ॴ
・ストーブの上に物が落下する場ॴ
・可燃性のΨスやӷମをอ؅、またはཷまる場ॴ
・乾燥室、温室、ࣂҭ室などਓがいない場ॴ
・ආ೉ޱなど、ආ೉のࢧোとなる場ॴ

・෇ۙに燃えやすい物がある場ॴ
・ほこりや湿気のଟい場ॴ
・Խֶༀ඼を使用する場ॴ
・燃焼に必要な空気を取り入れる空気取り入れޱのない場ॴ、   

または׵気のߦえない場ॴ
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ः熱൘なし ः熱൘あり

壁の保護と離隔距離

建ஙج४法ྩߦࢪの内૷੍限により、น、ఱҪを木ࡐ౳
の可燃下஍ࡐに४ෆ燃ࡐの࢓上げをࢪした場合、および
ฏ԰、最上֊など内૷੍限の੍نをड͚ず、นの࢓上げ
が木ࡐ౳の可燃ࡐである場合は下දにࣔされた数値以上
の཭ִڑ཭を設͚てください。࢓上げと下஍がෆ燃ࡐ料
の場合は除外されます。

内૷੍限؇࿨のࣔࠂୈ 22� ߸に従い、น、ఱҪを೉燃
౳ࡐ 	 木ࡐ含む 
 の࢓上げをࢪした場合は、下දにࣔさ
れた数値以上の཭ִڑ཭を設͚てください。࢓上げと下
஍が特定ෆ燃ࡐ料の場合は除外されます。

˔ストーブを設置するډ室のน、およびఱҪの࢓上げは建ஙج४法౳に定められたج४に従い、ストーブの熱をड͚、火災の
発生するおそれがある部分をෆ燃ࡐ料で๷火上有効にอޢしてください。

˔นの࢓上げとः熱൘※の有ແにより機छ別に཭ִڑ཭が異なります。ストーブからपғの可燃物との཭ִڑ཭は、นの࢓上げ
とः熱൘の有ແにより下هに定めた཭ִڑ཭がܾめられています。

●メーカー離隔距離 ●告示 225 号離隔距離

ः熱൘あり

཭ִڑ཭

Ϟσル໊ G H I J K L

ロギ オーブン 150 534 150 399 150 540

ロギ ソープストーン
+ オーブン 150 534 150 399 150 541

ः熱൘の෯

Ϟσル໊ a b c d e

ロギ オーブン 509 652 374 515 479

ロギ ソープストーン
+ オーブン 509 652 374 516 480

ः熱൘の高さ

Ϟσル໊ a b c d e

ロギ オーブン 1392　( 下部空気層 25 含む )

ロギ ソープストーン
+ オーブン 1405　( 下部空気層 25 含む )

ः熱൘あり

཭ִڑ཭

Ϟσル໊ G H I J K L

ロギ オーブン 416 800 528 777 528 918

ロギ ソープストーン
+ オーブン 418 802 531 780 531 922

ः熱൘の෯

Ϟσル໊ ※ a b c d e

ロギ オーブン 1575 2443 752 893 1362

ロギ ソープストーン
+ オーブン 1580 2475 755 897 1368

ः熱൘の高さ

Ϟσル໊ a b c d e

ロギ オーブン 2120

ロギ ソープストーン
+ オーブン 2120

ः熱൘なし

཭ִڑ཭

Ϟσル໊ A B 　C　 D E F

ロギ オーブン 450 834 150 399 150 540

ロギ ソープストーン
+ オーブン 450 834 150 399 150 541

ः熱൘なし

཭ִڑ཭

Ϟσル໊ A B 　C　 D E F

ロギ オーブン 1247 1631 1583 1832 1583 1973

ロギ ソープストーン
+ オーブン 1254 1638 1592 1841 1592 1983

（単位：mm） （単位：mm）

※遮熱板とは 25mm 以上の空気層のある不燃材壁。

※ a は側方に遮熱壁がある場合には H ー 25㎜

ः熱൘

ઃஔ
4
ઃ
ஔ
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ઃ
ஔ

4
煙突から可燃物の間は下هに定めた火災༧๷上҆
全な཭ִڑ཭を設͚てください。

˔ਾえ෇͚ޙの֬ೝ 
煙突のਾえ෇͚状況はॅ୐のߏ଄などにより異な
ります。఺ݕや煙突掃除など、ޙのอकメンςφ
ンスの方法については、販売店、またはਾえ෇͚
。とよく͝૬ஊくださいऀۀ

  ଘの煙突にストーブをਾえ෇͚る場合ط˔
ଘの煙突にストーブをਾえ෇͚た場合に、Ӆれط
たᘥᙪにより排気࿙れや火災が発生するおそれが
あります。必ず販売店に͝૬ஊください。

˔煙突のドラフト（排気）性能  
排気の流れを生Έ出す力を「ドラフト」とݺび
ます。機ց的ではないࣗવなドラフトによる薪ス
トーブの燃焼では࣮にଟくの要݅によってその効
果がもたらされます。
ৄしくは 2� ϖーδ 「ドラフト؅理」を֬͝ೝく
ださい。

น ※ 3 ఱҪ ※ 3 

シングル煙突（一重室内煙突）
ः熱൘ ※̍ なし 460 460

シングル煙突（一重室内煙突）
ः熱൘ ※̍ あり 230

断熱ೋ重煙突 ※ 2 150 150

断熱ೋ重煙突 ※ 2 	 ؅ࡏࣗ 
 325 325

※̍  ः熱൘とは 2�mm 以上の空気૚のあるෆ燃ࡐน。
※ 2  断熱ೋ重煙突は煙突火災にରする熱িܸςストに合֨したೝ定඼  
        （6-103、#4 &/18���1）を͝使用ください。
※ 3  ཭ִڑ཭は内ଆ煙突からのੇ法。

ストーブをਾえ෇͚る部԰の気密が高い場
合で、部԰の׵気設උやストーブの他に空
気を必要とする機ثの影響により、ストー
ブが燃焼に必要な空気量をे分に取り込め
ないと、ෆ׬全燃焼がىこる他、一ࢎԽ୸
素を含んだ煙が部԰に࿙れて、݈߁に֐を
およ΅すおそれがあります。
一ࢎԽ୸素ݕ知機能の෇いた火災ܯใثの
取り෇͚をおすすめします。

ストーブを設置する部԰のน、もしくはচなどに
は、ストーブの燃焼に必要な空気量をෆࣗ༝なく
取り込めるよ͏に԰外΁直接௨じるڅ気ޱやڅ気
μクトを設͚てください。԰外ଆの開ޱの୺部は
ΰϛやઇなどでストーブの燃焼が๦げられない場
ॴに設͚てください。

চ、もしくはนのڅ気開ޱからຊମڅ気ޱまでの
接続方法については、部԰の׵気設උのछྨなど
により異なりますので、おങい上げの販売店に͝
֬ೝください。 

煙突の据え付け 部屋の気密と燃焼用空気について

（単位：mm）

警告



ΨソϦン、ܰ༉、౮༉、またはオイルなど引火しやす
い༉はઈରに使用しないでください。火災の原因にな
ります。

ΨソϦϯېݫ
乾燥したࣗવの薪以外は燃やさないでください。Խֶ
物質やԘ分౳が含まれている薪は、有֐物質が発生し
。をおよ΅すほか、ഁଛの原因になります֐に߁݈

ࣗવ਋Ҏ֎ͷ燃料ࢭې༺࢖

切られてすぐの生木は、重量の �0ˋが水分です。
薪として燃やすには水分を 20ˋ以下まで乾燥させ
ることが必要です。薪は割ることにより空気に৮れ
るද໘積が大きくなるのでよりૣく乾燥させること
ができます。
割った薪は風௨しが良くӍのあたらない԰ࠜの下
で、গなくとも12 ～18 ヶ月は乾燥させてください。
薪はଠさやथछにもよりますが、ౙに切って 2 ೥間
乾燥させた薪が理想の薪といえます。
乾燥していない薪は、薪ストーブの性能をे分に引
き出すことができません。暖まりにくく、燃やすとク
レオソートやススがଟく発生し煙突内に෇ணするの
で、煙突掃除をこまめにしな͚れば「煙突火災」の
原因になります。またドアΨラスのԚれの原因にも
なります。

薪は਑༿थܥの軟木と޿༿थܥの堅木とに分͚る
ことができます。軟木は乾燥しやすくண火力に༏れ
ていますが、火持ちがよくありません。堅木は、そ
の逆の性質をもっています。े分に乾燥していても、
なおζοシϦと重い薪が質量に෋Έ、暖房用には༏
れた薪といえます。

温度や燃焼時間をௐઅするために、大きく分͚て
「ขき෇͚用」「தくらい」「長時間用」の 3 छྨの
薪を用ҙします。
ขき火の火をىこす時のよ͏にࡉい薪やރれࢬにண
火し、ঃʑにଠい薪をく΂ていきます。薪を使い分
͚ることで、薪ストーブの温度や燃焼時間をௐઅし
やすくなります。

ขき෇͚用のࡉい薪
（小ࢬやࡉく割った਑༿थなど）

長い時間燃やすためのଠい薪
（ଠさ 10Dm ఔ度の޿༿थなど）

தくらいの薪
（ଠさ �Dm ఔ度に割った਑༿थ、
（などࢬ、༿थ޿

●਋ͷס૩

●਋ͷछྨ

Δ਋ͷαΠζ͢༺࢖●

堅木 軟木
火持ちがよく

暖める力が大きい
火持ちはよくないが
すぐに火力がでる

（༿थ޿） （਑༿थ） （༿थ޿）
・ミズナラ ・ニレ ・アカシア ・カラマツ ・ヒノキ ・シラカバ
・コナラ ・カキ ・クスノキ ・アカマツ ・ポプラ 
・クヌギ ・ブナ ・ サクラ  等 ・ スギ         等            等

԰外でอ؅されていた冷たい薪やೞれた
薪をストーブにく΂ないでください。燃焼状ଶが悪く
なり暖房効率が落ち、ストーブに熱িܸを༩えഁଛす
ることがあります。室内で൒೔以上経աした薪を͝使
用ください。

஫ҙ

ˡ含水率計
਑を薪に差し込むと薪の乾燥度
がひと目でわかります。

16 ロギ オーブン、ロギ ソープストーン + オーブン   取扱説明書

਋ʹ͍ͭͯ

  長さ：25 〜 50㎝   

使用する薪の条件

਋
ʹ
ͭ
͍
ͯ

5

 「薪について」
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਋
ʹ
ͭ
͍
ͯ

5薪作りのための斧と薪割り

ɾ஍ݩの৿ྛ૊合、またはӦྛॺに問い合わせ
てߪ入する。

ɾ薪ۀ （ऀ燃料԰）からߪ入する。
ɾνοプ޻場に問い合わせるか、原木をೲ入して

いるऀۀにԷしてもら͏。

ɾ果थԂでႩ定した木をৡってもら͏。
ɾྛࢁ஍ओと知り合いになり、間െࡐをৡって

もら͏。
ɾ஍ݩの໾場に問い合わせて、ެԂの木や֗路

थのႩ定ࢬを෷い下げてもら͏。

ʲखිʳ
ยख用の小型ි。ขき෇͚用に薪をࡉく
割ったり、ࢬࡉを切ったりするのにศར。

ʲ小型薪割りʳ
྆ख、ยख݉用の薪割り。

小தܘ木のۄ割りࡐを割るときに。

ʲ大型薪割りʳ
྆ख用のຊ֨的な薪割り。

●薪を入手するためのヒント

˔グレンスフΥシϡɾブルーク

ʲ薪割り௦ʳ
ි಄が௦を݉用する薪割り。

割れにくいときは、
このි಄でᑹをଧち込んで割ります。

ͮち

ʲ薪割りᑹʳ
薪割りでは割りにくい薪を

割るための߯మ੡のᑹ。
2 ຊのᑹがあれば、ほとんどの薪を

割ることができます。

くさび

ขき෇͚が҆全に、
しかもखܰに作れます。

˔ΩンドϦングクラοカー

動画で見る
「キンドリングクラッカー」



・ 部԰のڅ気ޱ（レδスター౳）を開͚てください。
・必ずփड͚Ϙοクスをॴ定のҐ置にηοトしてく

ださい。

18 ロギ オーブン、ロギ ソープストーン + オーブン   取扱説明書

着火の前に用意するもの

ข
͖
ํ
ͱ
೩
ম
ҡ
࣋

ข͖ ͱํ೩মҡ࣋
6

●εトーϒάϩーϒ

●փऔΓόέπ

●ணՐࡎ

●਋�छྨ

熱にڧいֵ素ࡐの物が適しています。
薪をく΂る時やドアの開ด時などに
熱からखをอޢしてくれます。

密ดできるۚଐ੡の༰ثを必ず使用
します。

ʢɹɹ��� ϖーδʣ

燃焼தやফ火直ޙはストーブ、および煙突が高温にな
りますので、खなどで৮れないでください。や͚どの
原因になります。ストーブを操作するࡍは、燃えにく
く断熱効果のあるグローブを必ずண用してください。

Թ΍͚Ͳʹ஫ҙߴ

ຊ書にࣔࢦのある場合を除いて、燃焼室ドアを開͚た
まま使用しないでください。また、ドアがดまらない
よ͏な長い（ଠい）薪はく΂ないでください。煙や火
の粉が室内に漏れたり、火がついた薪が室内に転がり
落ちるなどして、火災の原因になります。

�燃মࣨυΞΛ։͚ͨ··ͷࢭې༺࢖

ストーブの燃焼தに׵気ઔを使用すると、ストーブや
煙突接続部から室内に煙が࿙れることがあります。異
ৗに気ͮいた場合には׵気ઔをࢭめ、販売店に͝૬ஊ
ください。

ͷ͝஫ҙ࣌༺࢖気ઔ׵

焚き始める前に

஫）׳らしขきは、20 ϖーδ ɹ～ɹ のखॱでߦっ
てください。

・ オーブンドアがดまっていることを֬ೝしてくだ
さい。

஫ҙ

փड͚Ϙοクεͷηοトํ๏
փड͚Ϙοクスが正しくηοトされていないと、
空気が入り火力ௐઅができず、ա৒燃焼になりة
です。փड͚Ϙοクスを上の໘にԡし౰てるよݥ
͏におさえながら、ϋンドルを下げてロοクして
ください。

②ハンドル
下へ

① 手で押し込む



1 段目

ハの字組み 斜め組み

2 段目

3段目

1段目

ハの字組み 斜め組み

2 段目

3段目

1段目

ハの字組み 斜め組み

2 段目

3段目

1段目

ハの字組み 斜め組み

2 段目

3段目

1段目

ハの字組み 斜め組み

2 段目

3段目

1段目

ハの字組み 斜め組み

2 段目

3段目

19ロギ オーブン、ロギ ソープストーン + オーブン   取扱説明書

慣らし焚き着火時の薪の組み方

Β͠ข͖ͷ໨త׳

ロギ オーブン 約 1.8 kg

ロギ ソープストーン + オーブン 約 1.8 kg

・ ຊ֨的なӡసを͏ߦલに、必ず׳らしขきをߦっ
てください。

・ 燃焼室の֤ύωルはিܸに弱いࡐ質です。薪の
౤入時やփのॲ理に使用するಓ具のઌ୺などで
ইつ͚ないよ͏に͝஫ҙください。

・ 乾燥がෆे分な薪は燃えが悪く暖房効率を௿下
させるばかりでなく、燃焼室の֤ύωルをഁଛ（ひ
び割れ）させる可能性がありますので、乾燥した
薪を͝使用ください。

ண火時に必要な空気が薪と薪の間に入りやすくする
ためのฒ΂方です。薪ど͏しにܺ間があくよ͏に૊
んでください。
ॅ୐ڥ؀や煙突の設置方法により排気の৚݅が異
なるため、"、または # の૊Έ方でおࢼしいただき、
よりよく燃焼する方法をおબびください。

தくらいの薪

தくらいの薪

※ イラストは、खલが燃焼室ドア。上からݟた薪の૊Έ方です。

※ 薪の数量、およびஈ数は、状況にԠじてௐ੔してください。

※ 薪の数量、およびஈ数は、状況にԠじてௐ੔してください。

ขきつ͚用のࡉい薪

ขきつ͚用のࡉい薪

ขきつ͚用のࡉい薪

ขきつ͚用のࡉい薪

ขきつ͚用のࡉい薪

ண火ࡎ 1～ 2 ݸ

ண火ࡎ 1～ 2 ݸ

・ ృ料、および接ணࡎ（଱火ηメント）をߗԽさ
せる

・ 熱による๲ு伸縮により૊Έ立て部඼をೃછま
せる

・ 適正なドラフトがಘられるかを֬ೝする
ɹ（ ɹɹ2� ϖーδ）
・ ขき方に׳れるためのࢼ用的なӡస

。の量の薪をお使いくださいهらしขきでは下׳

ข
͖
ํ
ͱ
೩
ম
ҡ
࣋

6

■慣らし焚きの薪の量

৽඼のຊମ、および煙突はృ料が׬全にߗ
ɹɹɹɹ Խしていません。׳らしขきの熱によりృ
૷がঃʑにߗԽしていきますが、׬全にߗԽするまで
ృ૷のද໘からषいと煙が発生しますので、૭やށを
開͚て室内の׵気をߦってください。

ஈ̍目

ஈ̍目

2 ஈ目

2 ஈ目

3 ஈ～̐ஈ目

3 ஈ～̐ஈ目

"ɿதくらいの薪̎ຊ、ขきつ͚用のࡉい薪 8 ～̍ ̎ຊ使用

#ɿதくらいの薪̎ຊ、ขきつ͚用のࡉい薪 8 ～̍ ̎ຊ使用
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燃焼室ドアを開͚、1� ϖーδの「ண火時の薪
の૊Έ方」の要ྖで薪を૊Έ、ண火ࡎを置い
てண火します。

ʰ׳らしขきʱの間（໿̎時間）はドアを10 分
間ִで開ดします。
フΝイόーロープが、ຊମのߗԽしていないృ
料に෇ணするのを๷ぐためです。

燃焼室ドアを開͚、1� ϖーδの「ண火時の薪
の૊Έ方」の要ྖで薪を૊Έ、ண火ࡎを置い
てண火します。

着火6
ข
͖
ํ
ͱ
೩
ম
ҡ
࣋

ข͖ ͱํ೩মҡ࣋

஫ҙ εトーϒͷ֤υΞΛ։͚ͨ··
͸͍͚·ͤΜͯ͠༺࢖

燃焼தは֤ドアをดめた状ଶで͝使用ください。
ストーブのドアを開͚たままӡసすると、ա৒なドラ
フトを引きىこす、もしくは室内に煙やԌが࿙れ出る
原因になります。

慣らし焚き

オーブン内にあるৠ
気ൈきόルブを൓時
計ճりにճしてดじて
ください。オーブン内にあるৠ気

ൈきόルブを൓時計ճ
りにնしてดじてくだ
さい。

燃焼室ドア下部左ଆの
火力ௐઅレόーを右ଆ
いっͺいにスライドさ
せ全開にしてください。

ՐྗௐઅレόーΛӈ

、らしขきは、薪にண火をしてから薪が燃えਚき׳
ストーブが冷えるまでです。

燃焼室ドア下部左ଆ
の火力ௐઅレόーを
右ଆいっͺいにスラ
イドさせ全開にしてく
ださい。

ՐྗௐઅレόーΛӈ

燃焼室のփは、一定量（̎ᶲ以下）あった方が
ண火しやすく、または薪ストーブの଱ٱ性อ持
に໾立ちます。しかし、グレートの開ޱ部から
出る空気を๦げる場合は、下のࣸ真のよ͏にグ
レートレόーを左右にಈかし、グレートの穴が
グレート、ޙえるまでփを落とします。そのݟ
レόーは左にࢭまるまでスライドさせておきま
す。※グレートレόーはփड͚ドアのதにあります。

グレートレバーを左

グレートレόーを右にدせるとグレートのܺ間が޿くなり
左にدせるとグレートのܺ間がڱくなる

ʹ ʹ

փड͚Ϙοクεփड͚Ϙοクε

グレートレバーを右
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薪の追加

ข
͖
ํ
ͱ
೩
ম
ҡ
࣋

6
燃焼室ドアをดじ、
ロοクします。燃焼室
ドアのΨラスからԌ
の੎いを࡯؍します。
Ԍの立ち上がりと煙
の引き込Έの੎いが上がったことを֬ೝします。

な火力มԽにより、ຊମからۚଐԻがܹٸ
なることがありますが、੡඼ෆ良ではありません。

஫ҙ

薪の౤入量は燃焼室Ԟにある上下όοクύωルの
間のೋ࣍燃焼空気吹き出しޱの下まで、なおかつ
燃焼室入りޱにあるアンμイアンを௒えて落ち出
ない高さにしてください。
薪がくずれてΨラスに౰たらないよ͏に஫ҙして
ください。
薪をく΂す͗ると、高い温度での燃焼が続き、ス
トーブがഁଛする、または燃焼室ドアを開͚たࡍ
に、燃焼した薪が外にඈび出すおそれがあります。

（おきの状ଶになった時に௥加する薪の量は 3LH
以内です。）

燃焼室に薪を入れす͗ないでください。火力が大きす
͗るとドアを開͚たときにԌが࿙れる、またはストー
ブや煙突がա熱され、ഁଛの原因になります。

ข͖͗͢஫ҙ

ิ଍

όοクύωル下

όοフルύωル

όοクύωル上

ೋ࣍燃焼空気
吹き出しޱ

薪は
ここまで

アンμイアン

஫ҙ 火力が以લよりڧくײじる、火力ௐઅ
の൓Ԡが悪くなった、火力が抑えられないなどの঱
状が現れた時は、フΝイόーロープのަ׵時ظかも
しれません。ຊ書 34 ϖーδ「気密ςストの方法」
を࣮ߦし、必要であればフΝイόーロープをަ׵し
てください。

ՐྗௐઅΛશดʹͨ͠··燃মͯ͠͸
͍͚·ͤΜ
火力ௐઅレόーがดじた状ଶで使用し続͚ると、燃
焼がくすͿり煙が大量に発生する他、Τアカーςン
が機能せず、ススがΨラスや燃焼室΁෇ணする原因
となります。
また、この状ଶからいきなり火力ௐઅレόーを全開
にしたり、燃焼室ドアを開͚るなどのಈ作を͏ߦ
と、煙のதに含まれるະ燃焼Ψスに一気に火が෇
き、大มݥةです。
空気量をߜる場合は、燃焼室でԌがઈえずゆらいで
いる状ଶをҡ持してください。
さらに火力をおさえたい場合は、౤入する薪の量を
গなくしてください。

火力調節について

火力ௐઅレόーのҐ置とಘられる熱出力は、「薪
の質」や「煙突のドラフト（上ঢ気流）の状ଶ」「気
৅৚݅」などに左右されます。ドラフトは煙突の
長さ、छྨ、設置状況、஍ܗ、෇ۙのো֐物など
༷ʑな要因に影響されます。

断໘

前
方

౤入した全ての薪の
ද໘にԌが׬全にߦ
きわたる、または燃
焼室の֤ύωルද໘
のࠇいススが取れた
ら、Ԍの状ଶを֬ೝ
しながら火力ௐઅレ
όーで火力をௐઅします。

レόーΛΏͬ͘Γࠨʹಈ͔͠
ՐྗΛऑ͘͢Δ
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消火

ຊ੡඼は、火力ௐઅをดにしても燃焼空気のڅڙは
全にはः断されません。よって、Ψスストーブや׬
ੴ༉ストーブのよ͏にॠ時の͏ちにফ火することは
できません。薪が燃えつきてփになった時がফ火を
ҙຯします。

外出する場合は、しばらくલから薪を௥加するのを
やめてください。
外出のࡍは、必ず燃焼室ドアがดまっていることを
֬ೝしてください。また、पғにある燃えやすいも
のをストーブからे分཭し、ສが一にඋえてからお
出か͚ください。
ストーブを設置している部԰にϖοトが入らないよ
͏にしてください。

6
ข
͖
ํ
ͱ
೩
ম
ҡ
࣋

ข͖ ͱํ೩মҡ࣋
薪の追加

ՐྗௐઅレόーΛӈ

● 外出するときには

空気の௨りが良くなるよ͏にܺ間をあ͚てத～
ଠい薪を̎ຊఔ度଍します。薪を଍したޙ、燃
焼室ドアをดめロοクしてください。
ɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹ
ɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹ
ɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹ
ɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹ
ɹɹ

薪が燃え出し҆定し、௥加した全ての薪のද
໘にԌがߦきわたってから、または֤ύωル

のද໘のࠇいススが取れたら、
Ԍの状ଶを֬ೝしながら火力
ௐઅレόーで燃焼速度を੍ޚ
してください。

燃焼室内の薪が੺いおきの状ଶになったら、薪を௥
加します。Ԍがある状ଶでは、煙が室内に࿙れ出し
やすくなります。

火力ௐઅレόーを最大にしてから、燃焼室ドア
をゆっくり開͚、おきを炉চ全ମに޿げてくだ
さい。

おきがෆ଍している場合には、「ขき෇͚
用の薪」を଍します。
薪がくすͿっている、火が׬全にফえている場合には、
20 ϖーδ「ண火」のखॱでண火をߦってください。

஫ҙ

஫ҙ ストーブຊମや燃焼室内に水をか͚てফ火す
るのはඇৗにݥةです。また、このよ͏なܹٸ冷却に
よるফ火はストーブຊମに重大なଛইをもたらします。
時のॲ置（ɹɹɹ8ٸۓ ϖーδ）



内ଆがホーローで࢓上げられたオーブンは、燃
焼室の上にҐ置しているので、熱を効率よく取
り込Έ、෇ଐの温度計で֬ೝしながら໿ 2�0℃
までのຊ֨的なオーブン料理がָしめます。

調理中、万が一オーブン内で火が出た場合の
対処法
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・ ৯඼のௐ理、または加熱以外に使用しないでく
ださい。

・ ストーブの燃焼த、およびௐ理தは、オーブンド
アや༰ث౳が熱くなりますので、必ず෇ଐのグ
ローブ、または଱熱性のオーブンϛトン、ುつか
Έをண用してください。

・ ఱ΀らなどの༲げ物にはઈରに使用しないでく
ださい。

・ ௐ理தはৗに஫ҙをはらい、ストーブのそばから
཭れないでください。

・ 水をか͚るなど、オーブンをٸ冷させるিܸを༩
えないでください。

・ Ḋの原因になりますので、オーブン内に長時間料
理を放置しないでください。

・ オーブン内でௐ理している༰ث౳は大ม熱くな
りますので、ςーブルなどに置く場合は必ずುෑ
きなどをお使いください。

、上げ࢓�ɿ オーブンʗమ൘ホーロー࣭ࡐ ・
オーブングϦルɾグϦルレール � スνールɾクロー
ϜメοΩ

・ オーϒϯ಺ͷαΠζ��̡ ਤ�ɺ��ʳ
෯ ��� ʷԞߦき 384 ʷ高さ 24�（最大）ᶱ

ᶃ 火力ௐઅレόーをดめます。
ᶄ पりの燃えるものをストーブからԕ͚͟てくだ

さい。
ᶅ オーブンドアを開͚ずに煙や火が弱まるのを଴

ちます。߄ててオーブンドアを開͚た場合、ࢎ
素が一気に入り、ɹԌの੎いがڧくなる可能性
があります。

ᶆ しばらくしても火がおさまらない場合には、水
またはফ火ثを用ҙしてから、オーブンドアを
開͚てফ火してください。

ᶇ ফԽ࠶、ޙびお使いになるલに、販売店に఺
。をґཔしてくださいݕ

Φʔϒϯͷ࢖༻ํ๏

オーブンの使用上の注意

オーブンについて

● 仕様等

もしものために

オーブン内では、必ず࣍のࡐ質でつくられた༰ث
౳をお使いください。

● 調理器具等について

・ ۚଐ੡  ̡ మɾスςンレスɾಔɾమர物 ౳ʳ
（మர物੡はシーζχングॲ理ࡁのもの、

     ホーロー࢓上げのものを͝使用ください）

・ ଱熱性のあるΨラスɾಃثɾ࣓ثɹ

・ 上ه以外の༰ث
・ 木੡、थࢷ、合੒थࢷの部඼がついて

いる༰ث

上ه以外の༰ث౳は、燃えたり、มܗやഁଛした
りするおそれがありますので、͝ 使用にならないで
ください。

【 後 】

【 後 】

【 前 】

【 前 】

上から見た図

横から見た図

ʲਤ�r
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7

料理が࢓上がるまで、必要にԠじて薪の௥加や火
力のௐ੔をߦってください。

ண火してからԌが҆定したら、ৠ気ൈきόルブを開
͚ることによって、ௐ理தのৠ気やषいが室内に࿙
れ出ないよ͏煙突΁排出させることができます。

ುや༰ثのఈに直接熱を఻えたい場合には、オーブン
グϦルをオーブン内から取り出し、ࣸ真 2 のよ͏に
温度計を置いてください。

オーブンの使用方法

●オーブングリルを使用する場合

஫ҙ オーブンドア、ৠ気ൈきόルブ、オーブングϦ
ルなど、͝ 使用தは熱くなりますのでे分͝஫ҙください。

●オーブングリルを使用しない場合
●蒸気抜きバルブの開閉

オーブン内の温度は、上下、લޙ、左右
で温度が異なります。

Φʔϒϯͷ࢖༻ํ๏

料ཧผͷԹ౓ʗௐཧ࣌ؒͷ໨҆�ʢオーϒϯάϦϧ࢖༻ʣ

෇ଐの温度計をオーブン内にηοトします。
オーブンドアの開ดは、燃焼室ドアとಉじย開
きで、Ϛグωοトによりݻ定されます。
加熱時間の目҆、また出し๨れを๷ぐために、
ΩονンタイϚーの͝使用をおすすめします。

ৠ気ൈきόルブをดめてからオーブンドアをด
めます。hண火（ɦ20ϖーδ）のखॱに従い、ストー
ブに火を入れ火力のௐઅをߦってください。

オーブン内が目的の温度になったら、温度計を༰
౳のअຐにならない場ॴにҠಈするか取り出しث
てから、༰ث౳を置きௐ理をߦってください。

オーブン内が 180℃にୡするまでの時間は、設
置の状況や燃料、ขき方౳により異なりますが、
およそ 40 分です。

ɾϐβɿ200 度ʗ 18 ～ 20 分ɹ
ɾクοΩーɿ1�0 度ʗ 20 分ɹ
ɾローストϏーフɿ200 度ʗ 2� ～ 30 分ɹ

オーブングϦルをあらかじめグϦルレールにηοト
してから、ࣸ 真 1 のҐ置に温度計を置いてください。

温度計

ʲ ࣸ真 2 ʳ

吹きこ΅れや༉のඈびࢄりなどにඋえ、
オーブンఈ部にオプシϣンのϕーΩングトレイやアルϛ
ホイルなどをෑいておくと、ޙのおख入れがָになり
ます。

ิ଍

ิ଍

温度計
（෇ଐ඼）

グϦルレール

オーブングϦル
（෇ଐ඼）

ɾ開ɿ時計ճり
ɾดɿ൓時計ճり

ʲ ࣸ真̍ʳ
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●お手入れ

・ ෇ଐのオーブン温度計は、スςンレス߯੡です。
300℃以内で͝使用ください。

・ 落下やিܸを༩えないでください。

・ ચড়はத性ચࡎを使用し、৯ثચい用のスϙン
δでચってください。

・ ৯ثચい機を使用できます。

オーブン温度計について

●使用上の注意



ストーブは使用ऀ、煙突、燃料、そしてॅ୐などからߏ
੒される暖房シスςϜの一部です。シスςϜのあらゆる
部分がストーブの作ಈ状ଶを左右します。これらの要素
が͏まくௐ࿨してॳめて全ମのシスςϜが適切に機能し
ます。
暖炉ɾ薪ストーブの機能はࣗવのドラフト（上ঢ気流）
でܾまります。ドラフトは煙突のपғの外気温より、煙
の温度が高い場合に生じます。その温度差が大きいほど、
ドラフト作用も大きくなります。燃焼室内の高温気ମが
煙突内を上ঢしていくとಉ時に、燃焼用の空気をストー
ブに引き込むٵ引力が生じます。
発Խする場合は、ドラ׆を開くことによって火がޱ気څ
フトが適切であることをҙຯします。ストーブのڅ気ޱ
を全開にした状ଶにもかかわらず、火が׆発にならない
場合はドラフトを๦げるԿらかの問題がٙわれます。ド
ラフトが弱い場合、څ気ޱを開いてもストーブ内に空気
を取り入れることができず、火力のௐઅはできません。
シスςϜߏ੒のதで、煙突はドラフトをࢧ഑する大きな
要因です。煙突の断熱性能や煙突の直ܘ、煙突のレイア
ウトなどによって、ドラフトがૣく生じる場合もありま
すし、正ৗなドラフトがಘられる温度差にୡするまで時
間がかかる場合もあります。特に断熱性能においてはス
トーブの燃焼室内で発生した高温気ମの熱を԰外に排気
させるまでอ持することが重要になります。以下に煙突
のछྨによる特௃とその効果をڍげます。

●γϯάϧԎಥʢ一ॏࣨ಺Ԏಥʣ
シングル煙突（一重室内煙突）は໊લのとおり、煙突の
தと外をۚଐ੡の൘で࢓切られたԁ౵です。よって、煙
突内部の熱は外部に放ࣹされやすく、ススやタールなど
が煙突内部に෇ணし排気の抵抗となり、ドラフト効果が
弱まります。

●அ೤ೋॏԎಥ
断熱煙突は内؅と外؅の間に、断熱ࡐがॆరされたԁ౵
です。断熱૚により煙の温度が԰外に排気されるまでอ
たれ、҆定したドラフト効果をಘることができます。
断熱煙突はドラフト効果をಘるためだ͚でなく、นや԰
ࠜཪなどの؏௨部において、๷火上重要な໾割を果たし
ます。

●԰಺ʗ԰֎ͷઃஔ
煙突は煙をอ温する必要があるため、できるだ͚԰内に
立ち上げるのが有効です。この方法は、ॅ୐ࣗମが煙突
の断熱ࡐの໾割を果たし、԰外に熱をࣦ͏ことがないた
め、よりগない熱量で煙突を暖め、またอ温することが
できます。

ド
ラ
フ
ト
管
理

ドラフト管理

シングル煙突
（一重室内煙突）

断熱ೋ重煙突

シングル煙突
（一重室内煙突）

断熱ೋ重煙突

●Ԏಥͷ͞ߴ
煙突の高さは̐m 以上とし、「�0ᶲ、�0ᶲ、3m 煙突
४」の҆全৚݅をे分ຬたしていれば、有効なドラフج
トがಘられるとߟえられています。このج४はドラフト
ばかりではなく煙突火災時の煙突पりԆ焼๷ࢭになりま
す。煙突の高さは高い方がより良いドラフトを生むとߟ
えがちですが、ج४以上に高さを加えることはドラフト
問題の正しい解ܾࡦではありません。࣮ࡍ、問題を悪Խ
させることもあります。高いઌの方の煙突が冷えてしま
͏からです。煙突の高さは、必要以上に伸ばさない方が
良いでしΐ͏。

●Ԏಥܘ
煙突の内ଆੇ法は、ストーブの排気ੇޱ法と一கしな͚
ればなりません。煙突が気密性のあるストーブに接続さ
れる場合、大きめのੇ法は޷ましくありません。それど
こΖか、ෆརになる場合があります。煙は๲ுにより熱
をࣦいます。

●ԎಥͷレΠΞ΢ト
煙は煙突のトοプまで上ঢするաఔで、ۂがりがあるた
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ド
ラ
フ
ト
管
理

※風が吹くと建物のまわりは圧力の差ができます。
煙突はこの風圧帯より上まで立ち上げる必要があります。

以内

cm cm

※ 2.4m 以内の数値は、メーカーの推奨値。
現場によって異なりますので、販売店にお尋ねください。

びに抵抗となり速度が落ちます。理想的な煙突のレイア
ウトはストーブから垂直に真直ぐ伸ばす方法です。
シングル煙突（一重室内煙突）を使用する推奨長さはス
ターターから 2.4m 以内とします。家の断熱性能にもよ
りますが、これより長いと煙が冷却されドラフトが弱ま
り、またクレオソートの問題が生じる可能性があります。

●単一排気
ストーブにはそれぞれ専用の煙突が必要です。気密性の
あるストーブが他の開放型の暖炉やストーブの煙突に
接続されている場合、煙突のドラフトは気密性の高いス
トーブ以外の別の経路から空気を引き込むため、効果が
落ちます。ホースに穴が開いた掃除機を仮定すると、こ
の状況をよく理解することができます。場合によっては、
煙が逆流するおそれもあります。

●クレオソート
クレオソートは薪（特に湿った薪）がゆっくり燃焼した
時に生じます。クレオソートは煙の濃度が高い、または
排気の速度が遅く、煙が 130℃以下に冷やされると、
煙突内に蓄積する有機タールです。蓄積されたクレオ
ソートは揮発性で、一定の温度以上に加熱されると煙突
火災を発生させるおそれがあります。
煙突のドラフトを左右する全ての要素は、クレオソート
の蓄積にも影響します。従って、正しい煙突レイアウト
と燃焼操作で適切なドラフトを促し、クレオソートの発
生を最小限に抑えてください。

●燃料
最適な方法でストーブが設置されていても、燃料の質が
悪いと効果が出ません。最適な燃料は、12 ～ 18 ヶ月
間乾燥させた堅木です。軟木でもかまいませんが、堅木
ほど火持ちが良くありません。

「乾燥させていない」薪は大量の水分を含んでいるため、
熱量は薪に残る水分の除去に使われてしまいます。結果
的に、暖房にまわる熱量が削減され煙突内部の温度も上
がらず、クレオソート発生の原因となります。
薪の乾燥具合を知るには、水分量がひと目でわかる薪用
の含水率計がおすすめです。薪は乾燥するにつれて収縮
し、ひび割れが出てきますので、ひびの入った薪ほど乾
燥していることになります。
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●όοクύϑΟϯά
煙突のドラフトがストーブから燃焼Ψスを引き出すより
ૣい速度で、薪が揮発性Ψスを発生させた場合にόοク
ύフΟングが生じます。Ψスは఺火にे分な濃度と温度
になるまで、燃焼室に଴機します。ストーブがόοクύ
フΟングをىこした場合は、火力ௐઅレόーを開放し空
気をૹり込んで煙をૣく煙ಓ΁ૹり、大きな薪の使用を
ආ͚てください。燃焼室のதのԌはৗに઱やかにゆらめ
いている状ଶにอちます。煙がଟく速度の遅い火は効率
が悪く、煙突内にクレオソートをଯ積させます。

●υϥϑトݧࢼ
ドラフトのෆ具合において、ドラフトがա৒な場合のஹ
ީとしては、火力ௐઅレόーで੍ޚෆ可能な燃焼や、ス
トーブの一部が੺熱することがڍげられます。また、弱
いドラフトのஹީとしては、ストーブや室内煙突接合部
からの煙の࿙れ、弱火、ΨラスのԚれなどがڍげられます。
煙突ドラフトの؆୯なݧࢼ方法は、火力ௐઅレόーをし
΅り、気流が҆定するまで数分଴ってから、火力ௐઅレ
όーを開͚ดめして、火のڧ弱がௐઅできるかど͏かを
する方法です（火力ௐઅレόーを操作してから、火࡯؍
の状ଶがมわるまで数分かかることもあります）。火が
ௐઅできない場合は、ドラフトが଍りないのかもしれま
せん。火力ௐઅレόーをも͏しばらく開放しておき、ド
ラフトがڧくなるまで଴ちます。
燃焼状ଶのه࿥を取り、それぞれの燃焼状ଶとストーブ
操作状ଶをؔ܎෇͚ていくと、お٬༷の設置状況に合っ
た燃焼方法がݟつかるでしΐ͏。

●Ԏಥμϯύー
状況（煙突ɾ薪ɾ気ީ）によって、ドラフトがڧす͗る
場合には煙突μンύーを設置してドラフトを適正に੍ޚ
することが可能です。
ドラフトの弱い煙突や気密の高いॅ୐、ストーブとಉ一
の部԰に׵気ઔが設置してある場合など、室内の気圧が
Ϛイφスになる状況では煙突μンύーの設置は必要あり
ません。場合によっては排気が室内に流出しݥةをとも
な͏ことがあります。販売店にお問い合わせください。

●ෛѹ
最適なドラフトはストーブ΁のڅ気量にもؔ܎します。
煙突はࣗવにಘられる空気だ͚を引き込むことができま
す。ॅ୐の気密性が高く、ストーブ΁のڅ気が๦げられ
る場合や、室内空気を԰外に排出する他の設උ（特にレ
ンδɾフード、ҥྨ乾燥機ɾ機ց׵気設උのよ͏なಈ力
ಈ設උ）がストーブと空気を取り合͏場合、ドラフトۦ
のো֐になります。ストーブ以外のそ͏した設උのӡస

தに、ストーブがे分な空気を取り込めるのであれば問
題はありません。ۙくの૭やドアを開͚ないと煙突がे
分な空気を取り込めないのであれば、外気取り入れޱを
૿設したり、԰外からμクトをストーブに͗ܧ、燃焼空
気を直接引き入れる必要があります。

●υϥϑト؅ཧ
ストーブで薪を燃やすとい͏ことは「機ց的な機能」と
い͏より「使用ऀのٕज़」です。ストーブと煙突が適切
に設置されていれば、ޙはٕज़（操作のタイϛング）を
上させればストーブのシスςϜ全ମの機能はより高く޲
なります。
シスςϜをߏ੒する要素によってそれぞれҧ͏、ストー
ブの特性にあった適切なٕज़をಘるために、燃焼状ଶの
࿥を取り、それぞれの燃焼状ଶとストーブ操作をؔ࿈ه
෇͚ていくと、よりຬ଍のいく効果をಘることができる
でしΐ͏。

ドラフト管理

ド
ラ
フ
ト
管
理

28 ロギ オーブン、ロギ ソープストーン + オーブン   取扱説明書
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29ロギ オーブン、ロギ ソープストーン + オーブン   取扱説明書

点検・お手入れの区分

఺ݕεέδϡʔϧ

■ご使用のたびに

■気になったときに

■シーズン中２〜３回程度

஫ҙ
・ ఺ݕɾおख入れを͏ߦときは、ストーブをফ火し、ストーブと煙突がे分冷えてからߦってください。
・ ຊ書にࡌهされているメンςφンススέδϡールは、ຊ書に४じた͝使用のもとでのスέδϡールとなります。 ɹɹɹ

͝使用のڥ؀や状ଶにあわせてߦってください。

पғの状ଶ ストーブ、煙突、およびڅ気ޱのपғはৗに੔理、掃除し、燃えやすいものを置かないよ͏にしてください。  

Ԛれ
ストーブはいつもਗ਼ܿに掃除してください。Ԛれたままの͝使用はḊの発生などでストーブのྼԽをૣめ
ます。

ほこり
ストーブや煙突に෇いたほこりやԚれは掃除機でٵい取り、ݻくし΅ったೞれۊࡶなどで;き取ってくだ
さい。

ष気ɾ煙࿙れ
燃焼தにषいがしたり、煙突から煙が࿙れていないか֬ೝしてください。異ৗがあれば販売店に࿈བྷして
ください。

փ 燃焼室内やփड͚Ϙοクスがփでいっͺいになるલに、取り出してください。

排気経路 煙の排気経路内がススでด࠹するલに燃焼室内と煙突を఺ݕɾ掃除してください。

のほこりޱ気څ 。されないよ͏に、ブラシやి気掃除機などで取り除いてください࠹がほこりでดޱ気څ

ः熱൘のほこり 煙突のः熱൘がある場合ɿほこりがཷまったら、ܺ間に入るブラシなどで取り除いてください。

ドアΨラス
Ψラスにススなどが෇いた場合、おૣめに専用のクϦーφーで除去していただくことをおすすめします。
特にタール状のものが෇ணしてしまった場合、放っておくと除去にख間がかかります。Ψラスに割れが֬
ೝされたときは、ただちに使用をதࢭし、おങいٻめの販売店に࿈བྷしてください。

■シーズン終了後

■地震、洪水、落雷などの災害が発生したときの点検について

ストーブのഁଛ ストーブにมܗ、ଛইやΨタつきがೝめられる場合は、おങいٻめの販売店に࿈བྷしてください。

煙突
煙突は掃除のޙに、外れ、ྼԽ、および煙࿙れのないことを֬ೝしてください。発ݟされたら、おങいٻ
めの販売店に࿈བྷしてください。

フΝイόーロープ ஄力性がなくなり、ほつれ౳のྼԽがݟられるフΝイόーロープは৽しいものとަ׵してください。

όοフルύωル
および ֤ύωル ࿷ۂした場合や割れてしまった場合、またはひどく削れた場合には、৽しい部඼とަ׵してください。

փɾススの除去 ストーブ内のփやススは、残しておくと湿気がཷまりḊの原因になりますので、全て取り除いてください。

ృ૷ɹ
ストーブのృ૷がはがれた場合は、Ḋの発生を๷ぐため଱熱ิमスプレー（別売）を使って、ද໘をอޢ
してください。

ର流૚のほこり
ストーブのຊମଆ໘、എ໘のର流૚内部にほこりがཷまったら、ܺ間に入るブラシなどで取り除いてくだ
さい。または、おങいٻめの販売店にお問い合わせください。

஍਒、水֐、落ཕなどのఱ災஍มにあった場合はそのまま使用せず、必ずおങいٻめになった販売店、または専໳ऀۀに఺
。を͝ґཔください。Ӆれたෆ具合に気ͮかず使用し続͚ると、火災の原因になりますݕ

9
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30 ロギ オーブン、ロギ ソープストーン + オーブン   取扱説明書

定期点検

■定期点検の案内

お٬༷ࣗ͝਎でߦわれる೔ʑのメンςφンスのほか、定ظ的（� ೥に 1 ճఔ度）に専໳ऀۀの఺ݕɾ੔උをड͚てくだ
さい（有料）。఺ݕをड͚ずに長ظ間使用し続͚ると、経೥ྼԽ౳により、ނোやނࣄの原因になります。  

ఆظ఺ݕͷ࣮ࢪ

఺߲ݕ目ɾ内༰ ఺ݕՕॴ

ɾ掃除ݕ排気経路の఺څ 。持部のྼԽࢧおよび煙突の接続部や、࠹気μクト、燃焼室のดڅ

機能部඼の఺ݕɾަ׵ɾ掃除 グレート、ドアΨラス、ドアアοηンブϦー。

ফ໣部඼の఺ݕɾަ׵ɾ掃除 όοフルύωル、および֤ύωル、֤部フΝイόーロープ。

૷置のはたらきの఺ݕɾަ׵ 可ಈ部（֤छドア）のௐ੔、および操作部඼。

๷火設උの఺ݕ 炉୆、炉น、पғ可燃物。

煙突火災をىこした
煙突掃除でփやススの他に、ۚଐยや断熱ࡐがࠞ入
ドアがดまらない
ストーブや煙突の内部に࿪Έやഁଛがೝめられた
火力ௐઅができない
ストーブや煙突が੺熱した
煙突が外れている、またはڧい異षがする
煙突やストーブがΨタつく

■本製品のパーツの保有期間は、製造打切り後 10 年です。

※࣍の঱状がೝめられた場合は、すぐにおങいٻめの販売店まで఺ݕを͝ґཔください。

ストーブと煙突をより良い状ଶで、շ適かつ҆全にお使いいただくために、フΝイϠーαイドではߪ入ޙ、� ೥を経աし
たお٬༷に「あんしん఺ݕ」を͝ґཔいただきますよ͏おئいしています。おങいٻめの販売店、または౰ࣾにお問い合
わせください。

ผࢴʮ͋Μ͠Μ఺ݕͷ͝Ҋ಺ʯ

・ 
・ 
・ 
・ 
・ 
・ 
・ 
・ 
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31ロギ オーブン、ロギ ソープストーン + オーブン   取扱説明書

灰の掃除

ϝϯςφϯε

஫ҙ わないߦですから燃焼தはփのॲ理をݥة
でください。ストーブが׬全に冷えた状ଶでߦってくだ
さい。

ストーブから取り出したփをࢴାやϏχールାなど可
燃性のものにઈରに入れないでください。火災の原因
になります。

燃焼室や灰受けボックスを灰でいっぱいにしないでく
ださい。空気吹き出し口がふさがれて燃焼が不完全に
なる他、薪やおきが外にこぼれたり、ドアが閉まらな
くなり、焚きすぎによる破損の原因になります。

փΛՄ燃ੑͷ༰ثʹೖΕͳ͍

փΛͨΊ͗͢ͳ͍

փは燃焼աఔの最ޙに残る物質でありながら、火ു
での໾割とಉじく燃焼室でおき火をҡ持し、効率よ
く࣍の薪に燃焼をҠすためになくてはならない火চ
としての໾割があります。
しかし、火চとして 一定の量を燃焼室に残しながら
も、グレートから吹き出す空気の๦げにならないよ
͏に定ظ的なփの除去をするのも、高い燃焼効率を
生Έ出すための重要な作ۀです。

取り出したփは火災のおそれがないよ͏に、密ด
できるۚଐ੡の༰ثにҠします。そのࡍ、पりの可
燃物からԕ͚͟て、ްΈ �Dm 以上のۚଐ以外の
ෆ燃ࡐの上に置き、�2 時間以上経աさせ、փの
தに火の気がないことを֬かめてからॲ分してくだ
さい。

փड͚Ϙοクεͷ୤ணํ๏

άレート͔Β
�DNఔ౓͢࢒

փ͸
͜͜·Ͱ

●փͷॲ෼ʹ͍ͭͯ

●փͷআڈ

άレートレόー

ϩοクղআ

ϩοク

②ハンドル上へ

②ハンドル下へ

①手で押し込む

①手でおさえる

断໘

前
方

燃焼室のփのॲ理方法は
̏つ。いずれかの方法で
ॲ理してください。

グレートレόー
を左右にಈかして、燃焼
室のփをփड͚Ϙοクスに落とします。

グレートレόーを右にدせ、グレートが
開いた状ଶにし、փかき๮などのπールを使って、
グレートのܺ間からփを落とします。

シϟϕルなどで燃焼室から直接取り除き
ます。

いずれの場合もփは炉চに̎Dm ఔ度残し、փを落
としऴえたらグレートレόーを左に໭してグレートの
開きが小さい状ଶにします。
փड͚Ϙοクスのதにփが̔割ఔ度ཷまったら҆
全にॲ分してください。

●փͷআڈ

ํ๏�

ํ๏ �

ํ๏�
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ドア部分にスプレーする場合は、Ψラス、レ
όー、ソープストーンをཆ生し、ドア以外にృ料が෇ண
しないよ͏に͝஫ҙください。そのࡍ、पғにృ料がඈ
びࢄらないよ͏にμンϘール౳をෑいていߦいます。

ϙイント

ϝ
ϯ
ς
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ϯ
ε

32 ロギ オーブン、ロギ ソープストーン + オーブン   取扱説明書

೔ৗͷ͓खೖΕ�
ຊମ全ମのほこりやԚれを乾いた෍、もしくはݻく
で、ද໘のԚれを落としてۊったॊらかいೞれ෍ߜ
ください。ストーブද໘に水分が残らないよ͏に஫
ҙしてください。

日常のお手入れ 
でຊମ全ମのホίϦۊったॊらかいೞれ෍ߜくݻ
やԚれを落とします。落ちにくいԚれは、ෆ৫෍
でԚれ部分をこすることによ（ຏύοドݚ）ࡐຏݚ
りද໘が削られ、きれいになります。ݚຏݻ、ޙく
でຊମ全ମのੴคを১き取ۊったॊらかいೞれ෍ߜ
ってください。
水を使用した場合には、良く১き取り乾かしてくだ
さい。

別売りの専用「ΨラスクϦーφー」を使用。使用方
法にしたがってԚれを落とし、ࣗવに乾かしてくだ
さい。タールなどでԚれがひどい場合は、ݚຏࡎ
を含んだクϦーφーが有効ですが、ܧ続的に使用し
続͚ると、Ψラスのද໘をইつ͚るおそれがありま
すので͝஫ҙください。

※オーブンのおख入れは 3� ϖーδ 「オーブン、オー
ブングϦル、オーブントレイのおख入れ」を֬ೝ
してください。

本体／ドアガラスのお手入れ

ຊ書にࡌهされているメンςφンス以外は、分解お
よびվ଄はしないでください。火災やഁଛの原因に
なります。

（オーブン内ではߦわないでください）

෼ղɾվ଄࢖༻ͷࢭې

஫ҙ おख入れを͏ߦときは、ストーブをফ火し、
ストーブと煙突がे分冷えてからߦってください。また、
҆全のため、ΰーグルやϚスク、グローブ౳の҆全Ӵ
生อޢ具をண用してください。

ɾϫイϠーブラシɹ   ɾウΣス（෍）
ɾ଱熱ิम用スプレー（別売）

必要޻具

ɾウΣス（෍）ɹ       ɾෆ৫෍ݚຏࡐ（ݚຏύοド）        

必要޻具

ɾウΣス（෍）、またはϖーύータオル
ɾΨラスクϦーφー

必要޻具

ͷ͓खೖΕ্͛࢓ృ૷ࠇ●

●ソーϓεトーϯͷ͓खೖΕ

●υΞΨϥεͷ͓खೖΕ
本体の塗装が剥がれる / 錆が発生した場合

ϫイϠーブラシでḊやݹいృ૷を落とし、乾い
た෍でຊମ全ମのほこりやԚれを১き取ります。
湿らせた෍を使͏場合には、ストーブද໘に水
分が残らないよ͏に஫ҙしてください。

଱熱ิम用スプレー（別売）でྼԽ部分、また
はຊମ全ମ（ソープストーン部分は除く）をృ૷
してください。৽しいスプレーでృ૷する場合、
पғの৭とҧいが出る場合がありますので、目
立たない部分でࢼしృりすることをおすすめしま
す。スプレー作ۀதはे分な׵気をߦってくだ
さい。

ϝϯςφϯε
10
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33ロギ オーブン、ロギ ソープストーン + オーブン   取扱説明書

・ ドアΨラスがഁଛした場合は͝使用をやめ、৽し
いΨラスとަ׵してください。

・ Ψラスを扱͏ࡍは、έΨを๷ࢭするために、必ず
グローブをண用してください。

割れたΨラスがඈࢄしないよ͏に、දとཪから
ΨϜςープなどで割れ目をつないでください。

ΨラスをおさえているΨラスクϦοプの͏ち、࢝
めに上部のωδを෇ଐの࿡֯レンνを使って؇
め、ΨラスクϦοプを取り外します。そのޙ、下
部のΨラスクϦοプは外れないൣғでωδを؇
めてください。

ഁଛしたΨラスをドアのදཪでࢧえて、Ψラスの
上部を内ଆに͚܏て、ΨラスクϦοプから上΁ൈ
き出すよ͏に外します。

Ψラスをަ׵する場合は、Ψラス用フΝイόー
ロープも৽しいものとަ׵してください。

34、3� ϖーδ「フΝイόーロープのަ׵」

取り外した逆のखॱで、৽しいΨラスをはめ込
Έ、ΨラスとフΝイόーロープがۉ一に౰たって
いるか֬ೝしてからΨラスクϦοプをకめ෇͚て
ください。

ドアガラスの交換

ɾΨϜςープ      ɾ࿡֯レンν（2ᶱ）ʗ෇ଐ඼

必要޻具

஫ҙ 必ず )&5" ࣾ७正଱熱Ψラスをお使いくだ
さい。その他の୅用඼はܾして使わないでください。

ʲ 燃焼室ドア ʳ

ʲ オーブンドア ʳ

オーブンドア

ドアラονトοプ

ソέοトスクϦϡー

ソέοトスクϦϡー

ΨラスクϦοプ

燃焼室ドアレόーアοηンブϦー

ドアラονϘトϜ

௿಄ωδ

オーブンドアΨラス

フΝイόーロープ

フΝイόーロープ

フΝイόーロープ

ドア用ローラー
アοηンブϦー

燃焼室ドアΨラス

ώンδϐン

ώンδϐン
燃焼室ドア

ΨラスクϦοプ

௿಄ωδ
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34 ロギ オーブン、ロギ ソープストーン + オーブン   取扱説明書

薪ストーブの気密性をอつため、ドアとຊମの間、
ドアとΨラスの間、փड͚ϘοクスにフΝイόーロー
プが使われています。
࣍のいずれかに֘౰する場合は、खॱに従い৽しい
フΝイόーロープとަ׵してください。
そのままお使いになると、ա৒に燃焼空気が入り火
力ίントロールができなくなります。ա燃焼となり
燃焼室のதのύーπが࿪んだりストーブのྼԽをট
くばかりでなく大มݥةです。

ファイバーロープの交換

上ه以外にもフΝイόーロープが使用されていますが、ඇ可ಈ部なので、
ύーπの取り外し時以外のަ׵はෆ要です。

஄力はあるが、్தでണがれてしまったフΝイόーロープ
は、଱火ηメントやิम専用の接ணࡎ（αーϛοクシール
など）で࠶度షり෇͚てください。

ᶃ ྼԽやഁଛ  
஄力がなく、৮るとϘロϘロとほつれる、または
్தで切れている場合。

ᶄ 密ดされていない  
フΝイόーロープは使用に൐いߗくなり、ঃʑに
収縮していきます。気密ςストをߦい、ドアにܺ
間がೝめられる場合はަ׵が必要です。

ඞཁͳ঱ঢ়͕׵ަ●

උߟ

位置 ①オーブンドアガラス ②燃焼室ドア周囲 ③燃焼室ドアガラス ④灰受けボックス

品番 00233013 00233008 00233013 00233017

サイズ W 8 mm フラット
（テープ付） φ 12mm W 8 mm フラット

（テープ付） φ 10mm

長さ 151㎝ 210㎝ 184㎝ 93㎝

Έこんでڬにカοトし、ドアとຊମの間にܗを長方ࢴ
燃焼室ドアをロοクします。
ゆっくりとࢴを引き出して、抵抗をײじずスルスルと
ൈ͚てしま͏よ͏であれば密ดされていません。
ಉじςストをドアのपғ数Օॴでߦってください。

●�気ີςεトͷํ๏

ʲ燃焼室ドア ʳʲ オーブンドア ʳ

フΝイόーロープのछྨと必要な長さ

●ロギ オーブン 、ロギ ソープストーン + オーブン ڞ௨�
燃焼室ドアपғ用
フΝイόーロープ

Ψラス用
フΝイόーロープ

Ψラス用
フΝイόーロープ

ᶃ

ᶄ

ᶅ

փड͚Ϙοクス用
フΝイόーロープ

ᶆ

ࢴ

ϝϯςφϯε
10
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35ロギ オーブン、ロギ ソープストーン + オーブン   取扱説明書

ファイバーロープの交換

●�ϑΝΠόーϩーϓͷަํ׵๏

ドアを開͚て、ྼԽしたフΝイ
όーロープを引きണがします。
※Ψラス部の場合は33ϖーδ

「ドアΨラスのަ׵」によりΨ
ラスを取り外してください。

ϫイϠーブラシを使って、フΝ
イόーロープの断ยやݹいηメ
ント、もしくはシールをߔから
きれいに取り除きます。

෍を水にೞらしてきつくߜり、
に残った଱火ηメント、もしߔ
くはシールの削りคなどをきれ
いに掃除し、下஍を੔えます。

フΝイόーロープをೲめるߔに
直ܘ໿̏ᶱのଠさで଱火ηメ
ントを஫入します。
※Ψラス用のフΝイόーロープ
にはあらかじめ೪ணシールがష
り෇͚られています。

フΝイόーロープをߔにೲめて
いきます。フΝイόーロープは
でԡし込Έながら引っுるࢦ
ことなく、ࣗવの状ଶでೲめて
ください。

ɾΰーグル ɾϚスク ɾϫイϠーブラシ ɾϋαϛ
ɾ৽ฉࢴ ※ 1 ɾ෍ ɾ࿡֯レンν 2ᶱ  ※ 2 ɾϚスΩングςープ
ɾ଱火ηメント（燃焼室ドアपғのΈ） ɾ֤छフΝイόーロープ   

必要޻具ʗ必要部ࡐ ※ 1ɿこ΅れ落ちた଱火ηメントなどで
চをԚさないよ͏、ཆ生に使用してくだ
さい（গし大きめにෑきます）。

※̎ɿ෇ଐ඼。Ψラス用フΝイόーロープ
をަ׵するࡍに使用します。

※ަ ׵ 方 法 の ࣸ 真 は
別Ϟσルのものです
が、खॱはಉじです。

外ଆ � 燃焼室ドアपғ用フΝイόーロープ
（П 12ᶱ）

内ଆ � Ψラス用
フΝイόーロープ

（3 ʷ 8  ɵςープ෇）

༨分なフΝイόーロープ
はϋαϛを使ってカοト
してください。࣍の要ྖ
でカοトすると୺部のほ
つれが๷げます。

フΝイόーロープをۉ
一に密ணさせるために、
一୴ドアをロοクし、1
～ 2 分経աさせてくだ
さい。

ロοクの圧力によりߔか
らはΈ出た଱火ηメント
をΩレイに১き取ってく
ださい。

ຊମとの༊
㇆

ணを๷ぐた
めに、必ずドアのロοク
を解除したまま 24 時
間以上ৗ温で乾燥させ
てください。

）̍ϚスΩングςー
プをロープにרく。

いたϚスΩר（̎
ングςープのதԝ
をϋαϛでカοト。

̏）ϚスΩングςー
プを残したまま、ߔ
にೲめる。

10
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36 ロギ オーブン、ロギ ソープストーン + オーブン   取扱説明書

・ グϦルレールは、上部தఔのϘルトでݻ定されて
いる部分を໼ҹの޲きにԡし、た

ㅡ ㅡ ㅡ ㅡ ㅡ
わませて取り

外します。

・ 外したグϦルレールは、オーブングϦルಉ༷、
スϙンδとத性ચࡎを使ってԚれを落とし、水
ચいしてください。

・ クϦーχングがऴわり乾燥したら、取り外した
時と逆のखॱでݩのҐ置に取෇͚てください。
グϦルレールの୺部の長くなっている部分を
オーブンखલの上下長穴（"）΁差し込Έ、レー
ル下部を下のϘルトの上にのせ、࣍に上のϘル
トの下ଆにた

ㅡ ㅡ ㅡ ㅡ
わませながら入れ込Έ取෇͚ます。

1

"

ʲ ਤ 4 ʳ

●グリルレール஫ҙ
・ ストーブが冷えてからߦってください。
・ シンφー、ϕンδン、ࢎɾアルカϦ性ચݚ、ࡎຏ入り

のચࡎ、ඬനࡎは使用しないでください。
・ メラϛンスϙンδやスνールたわしは使用しないでく

ださい。
・ Ԛれやযげがついたまま使用すると、ホーローをই

つ͚る原因となりますので、͝使用ޙ、Ԛれがある
場合には速やかにおख入れをしてください。

・ Ԛれを落としたޙは、乾燥させてからオーブンドアを
ดじてください。

●オーブン、オーブングリル

オーブン、オーブングリル、オーブントレイのお手入れ

・ オーブングϦルを外し、スϙンδとத性ચࡎで
ચい、すすいでから乾いた෍ۊで১き乾燥させ
ます。

౳でオーブン内を১いてくۊったೞれ෍ߜくݻ ・
ださい。

・ 落ちにくいԚれは、水をগ量含ませた৯ثચい
用のスϙンδ౳にத性ચࡎをછΈ込ませて落と
し、ચࡎが残らないよ͏、最ޙにݻくߜったೞ
れ෍ۊで১いてください。

・ クϦーχングޙは、乾燥させてからオーブンド
アをดじてください。

・ ྆αイドのԚれが取りきれない場合は、グϦル
レールを外してくださいʲ ਤ 4 。r

グϦルレール

グϦルレール

オーブングϦル

グϦルレール

●オーブントレイʢオϓγϣϯʣ ・ 高温の状ଶでܹٸに冷やさないでください。
・ 落下やিܸを༩えないでください。
・ 400℃以下で͝使用ください。
・ ચড়はத性ચࡎを使用し、৯ثચい用のスϙンδでચってください。
・ যげ෇きなどを落とすࡍは、しばらくお౬にਁ͚てからચ͏と落ち

やすくなります。

ϝϯςφϯε
10
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37ロギ オーブン、ロギ ソープストーン + オーブン   取扱説明書

給気口の掃除

掃除ツールʢผചΓʣ

փड͚ドアを開き、փड͚Ϙοクスを取り出します。
Ԟにあるڅ気ޱのதを火力ௐઅレόーを開ดさせな
がら、掃除機でほこりを取り除いてください。څ気ޱ
にμクトが接続され、԰外にڅ気取入れޱが設͚ら
れている場合は、๷஬໢を఺ݕ掃除してください。

本体側面、背面の対流層内部のほこりを掃除する
時などに役立ちます。

ʲロングΩϟοトςイルブラシ  r
（品番：51026）

断໘

前
方

փड͚Ϙοクス

ޱ気څ

対流層の掃除

ストーブのଆ໘ɾഎ໘のର流૚内部（ਤ1、2 ）のほ
こりがたまると、ର流の๦げになります。シーζンऴ
。ってくださいߦ的に掃除をظ定、ޙྃ
掃除する場ॴは、" ～ $ になります。

"�ストーブトοプ下のܺ間
#�ストーブഎ໘のର流૚（ܺ間）
$�֤ドアを開͚た時の左右のର流૚（ܺ間）

ストーブഎ໘

# のର流૚

$ のର流૚

【図 1 】 ストーブトップを外した上面図

ストーブ
ଆ໘

ストーブ
ଆ໘

ʲਤ��ʳ

※ର流૚はਤ 、̍̎でࣔした部分です。

※「ロギ オーブン」と「ロギ ソープストーンʴオーブ
ン」は掃除方法が異なりますので、͝使用のϞσル
に合わせて、掃除をߦってください。

部分ɿ" のܺ間

スターターϦング

˙部分ɿ$ のର流૚

10
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38 ロギ オーブン、ロギ ソープストーン + オーブン   取扱説明書

ϩΪ�オーϒϯͷ৔߹

ストーブഎ໘

以下のखॱに従いストーブトοプを外し、ストーブ
トοプ下のほこりとストーブଆ໘ɾഎ໘のର流૚（ਤ

、̍2）を掃除します。

ストーブトοプを外すときは必ず 2 ਓでߦってくだ
さい（ストーブトοプは重量が 18LH ありますので、
͝஫ҙください）。
作ۀがࠔ೉な場合には、ストーブ販売店にґཔする
ことをおすすめします。

タοϐングϏスを外し、煙突を取り外します。

スターターϦングを取り外し、ストーブトοプ
を஫ҙਂく持ち上げ、取り外します。

ࣼઢ部分のほこりを取り除きます。

煙突

スターター

タοϐングϏス
（3 Օॴ）

ストーブトοプ

スターターϦング

※ロギ ソープストーンʴオーブンを͝使用の場合は、
3� ϖーδを͝ཡください。

ର流૚はਂさがあり、またڱいため、ฑの長い
ブラシを͝用ҙください。

ストーブഎ໘、ドアの左右にあるର流૚（໼ҹ
部分）にฑの長いブラシを差し込Έಈかし、ほ
こりを下に落とします。

փ ड͚ドア内部
に落ちたほこりを
掃除機でٵい取
ります。

掃除ऴྃޙ、ɹɹと逆のखॱでストーブトοプ、
スターターϦング、煙突（Ϗスࢭめ含む）を取り
෇͚ます。

஫ҙ ストーブトοプをストーブに取り෇͚るࡍ、
スターターのத৺とストーブトοプの煙突穴のத৺が合
͏よ͏に取り෇͚てください。

ฐࣾ取扱඼h ロングΩϟοトςイルブラシ （ɦ3� ϖーδ）
をお使いいただくと༰қにほこりを除去できます。

ϝϯςφϯε
10
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39ロギ オーブン、ロギ ソープストーン + オーブン   取扱説明書

ϩΪ�ソーϓεトーϯʴオーϒϯͷ৔߹

掃除ऴྃޙ、 ɹと逆のखॱでϕンνレーシϣン
トοプを໭し、スターターϦングをおΖします。
タοϐングϏスを取り෇͚ます。

スターターϦング

ストーブトοプ

ϕンνレーシϣン
トοプ

煙突のタοϐングϏスを外し、スターターϦン
グを持ち上げながら、ϕンνレーシϣントοプ
をゆっくり持ち上げԣにずらします。

以下のखॱに従い、ストーブトοプ下のほこりとス
トーブଆ໘ɾഎ໘のର流૚を掃除します。
作ۀがࠔ೉な場合には、ストーブ販売店にґཔする
ことをおすすめします。

ର流૚ （3� ϖーδਤ 1、2）はਂさがあり、ま
たڱいため、ฑの長いブラシを͝用ҙください。

ストーブഎ໘にあるର流૚とストーブトοプ下
（໼ҹ部分）にฑの長いブラシを差し込Έಈか
し、ほこりを下に落とします。

ฐࣾ取扱඼h ロングΩϟοトςイルブラシ （ɦ3� ϖーδ）
をお使いいただくと༰қにほこりを除去できます。

փड͚ドア内部に落ちたほこりを掃除機でٵい
取ります。

※ロギ オーブンを͝使用の場合は、38 ϖーδを͝ཡください。

ドアの左右にあるର流૚（໼ҹ部分）にฑの長
いブラシを差し込Έಈかし、ほこりを下に落と
します。

タοϐングϏス

ストーブഎ໘

10



40 ロギ オーブン、ロギ ソープストーン + オーブン   取扱説明書

●�εトーϒトοϓͷ෼ղ

排気経路の掃除

ϝ
ϯ
ς
φ
ϯ
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ϝϯςφϯε

必要޻具ʗ必要部ࡐ

ɾ10ᶱスύφ  ɾໟઌのॊらかいブラシ（Ωϟοトςイルブラシなど）

ɾ৽ฉࢴɹ      ɾ掃除機ɹ    ɾ密ดできるۚଐ੡の༰ث

オーブンޙ໘ɾଆ໘の排気経路において、ススɾクレオソートが蓄積します。蓄積すると、燃焼しない （火力が
。くならない）、室内に煙が࿙れるなどのおそれがありますڧ

ストーブと接続している煙突を外します。

ストーブトοプ、ϕンνレーシϣントοプ（ソー
プストーンのΈ）、スターターϦング、スターター
を取り外し、オーブン上໘に取り෇͚てある掃
除ޱΩϟοプの .� φοトを؇め外します。

オーブン上部の掃除ޱから、ブラシを差し込Έ、
オーブンޙ໘、ଆ໘の掃除をします。
排気経路はۂがっていて、またڱいため、Ωϟ
トςイルブラシなどのฑの長いブラシを͝用ҙ
ください。

※ストーブトοプを外すときは、必ず 2 ਓでߦってください。
※作ۀがࠔ೉な場合にはストーブ販売店にґཔすることをお
すすめします。

掃除して落下したススは 41 ϖーδのύωルの
掃除ɾަ׵の方法でߦったόοフルύωルを取り
外し、掃除機でٵい取るかໟઌがॊらかいブラ
シで掃除をߦってください。

・ ૊Έ立ては逆のखॱでߦってください。
・ 掃除ޱΩϟοプを取り෇͚るࡍは、.� φοトをకめ෇͚

るલにωδ部に଱熱グϦスをృ෍してください。

スターターϦング

ブラシをૠ入

掃除ޱʷ̎

フΝイόーロープ

ϕンνレーシϣントοプ

ストーブトοプ

. � φοト

掃除ޱΩϟοプʷ 2

掃除ޱʷ 2

フΝイόーロープ

スターター
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41ロギ オーブン、ロギ ソープストーン + オーブン   取扱説明書

パネルの掃除・交換

●�ύωϧͷ෼ղɾ૊Έཱͯखॱ

燃焼室ドアを開き、内部を掃除します。

上部にあるόοフルύωル（ᶃ）の左୺部を持ち
上げ、ࣼめにしながら取り出します。

όοフルύωル（ᶃ）の上にススがཷまっている
場合には、掃除機でٵい取るかໟઌがॊらかな
ブラシで掃除してください。όοクύωルプロς
クター（ᶄ）を外して掃除してください。

右のαイドύωル（ᶅ）の上部を内ଆに౗しなが
ら取り外します。

 左のαイドύωル（ᶆ）の上部を内ଆに౗しなが
ら取り外します。

֤ύωルにྼԽ、または部分的なܽଛ౳がある場合
は、分解ɾ૊Έ立てのखॱに従い掃除、または৽඼
とަ׵してください。

஫ҙ
・ 操作த、または分解தに燃焼室内のύωル΁ہ部的

な力やিܸ、ຎࡲなどを༩えるとഁଛの原因となり
ますので、お取り扱いにはे分͝஫ҙください。

・ 湿った薪を燃焼させた場合、֤ ύωルのण໋が୹く
なりますので͝஫ҙください。

・ ύωルは水に弱いため、水につ͚ないよ͏͝஫ҙく
ださい。

ᶃόοフルύωル ᶄόοフルύωルプロςクター
ᶅ右αイドύωル ᶆ左αイドύωル ᶇ右上όοクύωル
ᶈ左上όοクύωル ᶉ右下όοクύωル ᶊ左下όοクύωル

①
②

③④
⑤⑥

⑦⑧

⑤ ⑥

⑦ ⑧

※それぞれܗ、
大きさが異な
るため͝஫ҙ
ください。

く΅Έ

ύωルཪଆ

10

作業中、バッフルパネルの上に堆積したススや灰が燃
焼室にこぼれ落ちてくるため、新聞紙などで周りを保
護してから取り外し、作業はゆっくり行ってください。

ͷ஫ҙ্ۀ࡞

必要޻具ʗ必要部ࡐ

ɾໟઌのॊらかいブラシ（Ωϟοトςイルブラシなど）

ɾ৽ฉࢴɹ     ɾ掃除機ɹ    ɾ密ดできるۚଐ੡の༰ث



42 ロギ オーブン、ロギ ソープストーン + オーブン   取扱説明書

όοクύωル（ᶇ～ᶊ）を取り出し、ೋ࣍燃焼空
気吹き出しޱを掃除します。

・ ૊Έ立ては、逆のखॱでߦってください。
・ αイドύωルとόοクύωルはܺ間のないよ͏に取り෇

͚てください。ܺ間があるとೲまりませんので͝஫ҙ
ください。

ೋ࣍燃焼空気
吹き出しޱ

煙突の点検と掃除

●Ԏಥ఺ݕͷඞཁੑ
ストーブの燃焼により、煙に含まれるススやクレオ
ソートなどの物質が煙突内部に蓄積すると、煙突が
つまって室内に煙が࿙れるおそれがあるほか、燃え
やすいクレオソートにより、煙突火災が発生するお
それがあります。煙突内部のଯ積物量は使用ස度や
使用状況によって異なりますが、シーζンをऴえて
から、࣍のシーζンまでの間に必ず఺ݕをߦい、煙
突内部に 3ᶱ以上のススのଯ積が֬ೝされた場合
は、煙突内部の掃除をߦってください。                            
ɹɹ  2� ϖーδ「クレオソート」

●఺ݕͷॏ఺෦Ґ
ススやクレオソートは燃焼室から煙突௖部の排気経
路全てにおいてଯ積する可能性があります。特に、
シングル煙突（一重室内煙突）の内部、または煙
突トοプとその෇ۙの煙突内部が冷却されやすいՕ
ॴ、ԣ引き部分や煙突μンύーをඋえている場合は
その部分など、排気の抵抗のある部分は஫ҙして఺
。してくださいݕ

●҆શͷ֬อ
煙突掃除は設置の状況により、はし͝をར用して԰
ࠜにొらな͚ればならない場合もありますが、҆全
具のண用など、਎の҆全にे分഑ྀしてߦってくだ
さい。また、煙突の఺ݕを͏ߦલは、おങいٻめの
販売店のアドόイスをಘることが重要です。ࣗ͝਎
でߦえない場合は、必ずおങいٻめの販売店΁͝૬
ஊください。

●૟আಓ۩
煙突内部の掃除には、設置されている煙突の直ܘと
長さにԠじて、ブラシとロοドが必要です。おങい
めの販売店΁֬͝ೝいただき、煙突掃除ಓ具を͝ٻ
。入くださいߪ

●఺ޱݕ
一ൠ的には煙突௖部のӍ࢓෣部ࡐを外して、上から
煙突内部を೷き込Έ఺ݕɾ掃除を͏ߦ方法と、ਤの
よ͏に఺ޱݕをඋえた煙突（�0 5˃ 型、఺ޱݕ෇
直౵、またはΤルϘー）や接続部を外すことができ
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43ロギ オーブン、ロギ ソープストーン + オーブン   取扱説明書

●Ԏಥ఺ݕɾ૟আʹ෇ਵ͢Δ఺ݕ಺༰
・ຊମと煙突の接続部、および煙突ど͏しの接

続部に؇ΈやΨタつきがないか。
・԰外څ気౵（ޱ）開ޱ部෇ۙの੔理੔಴、お

よびほこり除去。
・カーςン、家具など可燃物のۙ接֬ೝ。
・除去されたଯ積物にクレオソートが含まれる

場合、薪の含水率を֬ೝ。

●࣍ͷ৔߹͸一࣌͝࢖༻Λ͓΍ΊʹͳΓ
͓ങ͍ٻΊͷൢചళ΁͝૬ஊ͍ͩ͘͞
・除去されたଯ積物に、煙突が෗৯したとࢥわ

れるۚଐยが֬ೝされた場合。
・煙突内部にมܗ、もしくはྼԽがೝめられた

場合。
・஍਒、水֐、落ཕ౳のఱ災஍มがىこった場合。
・煙突の接続部、もしくはӅณ部から煙が࿙れ

る場合。

఺ݕɾ掃除のために外した఺ޱݕや煙突は、
作ۀऴྃޙもとに໭し、フタや煙突が࣮֬にݻ定されて
いるか必ず֬ೝしてください。

஫ҙ

る煙突（ࣗࡏ煙突、スライドアδϟスター）をར用
して煙突内部を఺ݕɾ掃除する方法があります。お
٬༷により設置状況が異なりますのでおങいٻめの
販売店΁֬͝ೝください。

●૟আํ๏
఺ޱݕ、もしくは煙突を外したとこΖに、煙突掃除
用ାなどのススडを設͚てブラシを煙突内部にૠ入
していきます。ΤルϘーの部分はブラシがૠ入しに
くい場合がありますが、専用のスプϦングを使用す
るとָにૠ入できます。ܾして੎いを෇͚るなどແ
理にૠ入しないよ͏にしてください。ৼಈで煙突が
外れてέΨをするおそれがあります。煙突の全長と
ロοドの長さを֬ೝしながら、ブラシを最ޙまでૠ
入してください。ଯ積物の質と量にԠじて一ԟ෮も
しくは̎～̏ճ܁りฦしてください。掃除ޙに煙突
内部を֬ೝし、ଯ積物が除去されていればऴྃです。

スライド
アジャスター

90°エルボー

NOVA90°T

ロッキングプラグ

自在煙突点検口

10
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薪ストーブのトラブルには一つの現৅においてෳ合的に要因がଘࡏする場合があります。要因のひとつひとつ
を௥ٴしରॲすることが問題解ܾのカギとなります。
このষをおಡΈになり、දにない場合、あるいはࣗ͝਎で問題が解ܾされない場合やނোとࢥわれるときは、
おങいٻめの販売店΁͝૬ஊください。

ॲ置

薪が湿っている ˔ ˔ ˔ ˔ ˔ ˔ ˔ ˔

含水率が 20ˋ以下まで乾燥した薪を使用してください。ࢢ
販の含水率計を使͏ことで؆୯に薪の乾燥状ଶを知ること
ができます。乾燥ظ間を 1 ೥以上か͚ても乾燥しない場合
は、อ؅方法やอ؅場ॴを֬ೝしվળしてください。水分含
有量がଟす͗ると、熱はその水分をৠ発させるためにୣわれ、
࿈࠯的な燃焼にブレーΩをか͚ます。
ɹɹ  1� ϖーδ「薪について」

薪が
乾燥しす͗ている

˔

乾燥に適した場ॴで長ظ間อ؅した薪は含水率が 1�� 以
下まで乾燥してしま͏場合があります。含水率が 20ˋલޙ
の薪とซ用するか、薪と薪の間のܺ間をগなくして燃やして
ください。

ਿ、ώϊΩ、দ
などの軟木を
使用している

˔ ˔ ˔

਑༿थのଟくは޿༿थとൺֱすると密度が௿くܰいため、୹
時間౰たりの熱量は大きくなります。਑༿थを使用する場合
はܹٸな温度上ঢをճආするためにできるだ͚ଠい薪を使
用してください。また、਑༿थのଟくはϠχ੒分を含んでお
り、े分に乾燥がされていないと、タールやクレオソートを
発生させる原因となります。

薪の౤入量がଟい ˔ ˔ ˔ ˔

薪を燃焼室上部のόοフルύωルに౰たるまで౤入しない
でください。燃焼室Ԟにある上下όοクύωルの間のೋ࣍燃
焼空気吹き出しޱまでです。
ɹɹ  21、22 ϖーδ「薪の௥加」

薪がࡉかす͗る ˔
長時間の燃焼に必要なଠさ 10Dm ఔ度の薪を͝用ҙくだ
さい。

ԘやԽֶ物質が
含まれたࡐ木を
使用している

˔ ˔ ˔
合൘、ృ૷または๷෗ॲ理がされた木ࡐ、ւ水にਁされた薪
は有֐物質を発生させ、ストーブや煙突をഁଛさせますので
͝使用をおやめください。

ขきつ͚がগない ˔ ˔ ˔ ˔
スタートや薪の௥加時には、ଠい薪に火がҠるために必要と
なるे分な量のขきつ͚を使用してください。

おき火が଍りない ˔ ˔ ˔ ˔ ˔
燃焼が࿈࠯できるे分なおきচの量が必要です。௥加された
薪はこのおき火からの熱をड͚、燃焼が࿈࠯していきます。

薪と薪の間に
௨気がない

˔ ˔ ˔ ˔
薪と薪の間には空気が௨͏よ͏にܺ間を設͚て積Έ上げて
ください。特におき火のないスタート時は、ขき෇͚と薪の
間にे分な空間を設͚てください。

燃
料

現৅

原因
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い
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タ
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ト
時
）
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力
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す
ぎ
る
）

煙
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内
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す
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す
ぶ
り
）
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ラ
ス
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る
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室
に
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が
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る
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色
や
茶
色
の
煙
が
出
る
（
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）
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る
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火
力
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ॲ置 

火力ௐઅレόーを
全開にしている

˔
薪のද໘にԌが׬全にߦきわたる、または֤ύωルのද໘
のࠇいススが取れたら、Ԍの状ଶを֬ೝしながら火力ௐઅ
します。        20 ～ 22 ϖーδ

火力ௐઅレόーを
全ดにしている

˔ ˔ ˔ ˔ ˔ ˔ ˔

スタート時は燃焼が҆定するまで火力ௐઅレόーを全開に
してください。燃焼室のதがくすͿっている場合は、火力
ௐઅレόーを開͚てください。燃焼室のԌは、ৗに༳らい
でいる状ଶでӡసしてください。

フΝイόーロ一プが
ফ໣している

˔ ˔ ˔ ˔ ˔
஄力性をࣦったものやほつれたものは৽しいフΝイόー
ロープにަ׵してください。
       34 ～ 3� ϖーδ「フΝイόーロープのަ׵」

փをためす͗ている ˔ ˔ ˔ ˔

グレートの開ޱ部からの空気が๦げられないよ͏、グレート
をಈかしてփを落としてください。
ɹɹ 20 ϖーδ「ண火」
փが大量にཷまるલに、燃焼室から取り除いてください。
ɹɹ  31 ϖーδ「փの掃除」

火力ௐઅ機能のഁଛ ˔ ˔ ˔ ˔ ˔
火力ௐઅレόーとڅ気ޱが࿈ಈしない場合は内部でഁଛし
ている可能性があります。おങいٻめの販売店΁͝࿈བྷくだ
さい。

排気経路が
ด࠹している

˔ ˔ ˔ ˔ ˔ ˔ ˔ ˔
όοフルύωル上部の排気経路がด࠹している可能性があ
ります。
ɹɹ41 ϖーδ「ύωルの掃除ɾަ׵」

気のෆ଍、ホίϦڅ
が٧まっている

˔ ˔ ˔ ˔ ˔ ˔ ˔
ຊମփड͚ドア内のڅ気ޱを掃除してください。
ɹɹ3� ϖーδ「څ気ޱの掃除」

燃焼தに燃焼室ドア
が開いている

˔ ˔ ˔
ண火、薪の௥加のとき以外はドアを開͚て使用しないでくだ
さい。

燃焼室എ໘の
空気吹き出しޱが
ด࠹している

˔ ˔ ˔ ˔ ˔
όοクύωル上部のೋ࣍燃焼空気吹き出しޱを掃除して
ください。
ɹɹ 41 ϖーδ「ύωルの掃除ɾަ׵」

փड͚Ϙοクスを
正しくηοトして
いない

˔ ˔ ˔
փड͚Ϙοクスを正しく取り෇͚てください。
ɹɹ 18 ϖーδ「փड͚Ϙοクスのηοト方法」

ス
ト
ー
ブ

現৅

原因

ɹɹ 20 ϖーδ「ண火」

ɹɹ  31 ϖーδ「փの掃除」
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ॲ置

煙突がススなどで
ด࠹している

˔ ˔ ˔ ˔ ˔ ˔

排気の๦げにならないよ͏煙突内部のススが 3ᶱ 以上ଯ積
している場合は煙突掃除で除去してください。突વ燃焼異ৗ
が生じた場合は、煙突௖部にௗの૥やඈདྷしたΰϛによりด
。した可能性があります࠹
ɹɹ 42 ～ 43 ϖーδ「煙突の఺ݕと掃除」
また、煙突から落ちてきたススが、ຊମの内部にଯ積し、排
気経路をด࠹している場合があります。ストーブと煙突の接
続部を取り外し、接続ޱからଯ積物を取り除いてください。

気౵、もしくはڅ
がΰϛなどでޱ気څ
ด࠹している

˔ ˔ ˔ ˔ ˔ ˔
԰外のڅ気フードトοプにඈདྷしたΰϛによりด࠹してい
る、もしくは室内のホίϦがڅ気ޱにཷまっている場合は除
去してください。

ドラフトがڧい ˔ ˔
ৗにドラフトがڧい場合は煙突μンύーの૷ணにより解ܾさ
れる場合があります。おങいٻめの販売店΁͝࿈བྷください。

、がりがଟいۂ
あるいはԣ引きが
長い

˔ ˔ ˔ ˔ ˔ ˔ ˔
。がりやԣ引きにより排気抵抗が大きい可能性がありますۂ
おങいٻめの販売店΁͝࿈བྷください。

煙突が୹い
（̼̐ະຬ）

˔ ˔ ˔ ˔ ˔
煙突は最௿̐m（ւൈθロ஍఺）必要です。おങいٻめの販
売店΁͝࿈བྷください。

煙突μンύーが
ดじている

˔ ˔ ˔ ˔ ˔ ˔
煙突μンύーを開͚てください。

（煙突μンύー෇きのΈ）

部԰の気密が高い ˔ ˔ ˔ ˔ ˔ ˔ ˔ ˔

Τωルギー効率を഑ྀした高気密ॅ୐では、԰内空気の॥
؀が੍限されているので、室内からे分な燃焼空気をಘに
くい場合があります。燃焼தにストーブにۙい૭をগし開
͚ておくか、外気のಋ入により԰外から直接燃焼空気を取
り込むための経路が必要となります。おങいٻめの販売店
΁͝࿈བྷください。

気ઔを׵
使用している

˔ ˔ ˔ ˔ ˔ ˔
ストーブをਾえ෇͚ている部԰（空間）の׵気ઔをࢭめて
ください。

԰外ো֐物による
風圧帯
※ある方޲から吹
く風だ͚逆流する
場合ɹ

˔ ˔ ˔ ˔ ˔ 

煙突௖部がো֐物の風下にҐ置している場合、ཚ気流によ
る風圧帯によって一時的に煙が逆流する場合があります。
この場合、どの方޲からの風によるものかを൑断すること
は、ো֐物の原因特定、および問題解ܾのखがかりとなり
ます。おങいٻめの販売店΁͝࿈བྷください。

小य़೔࿨など
Ժやかなఱީ時

˔ ˔ ˔
室内と԰外の温度差が小さい場合、適切なドラフトが生じ
るまで時間がかかる場合があります。

風時ڧ ˔ ˔ ˔ ˔

煙突の௖部がԣ風にさらされると、௖部の風下ଆでෛ圧が
発生し、煙突内のෛ圧をิॿするಇきが生まれ、一時的に
ドラフトが加速される場合があります。一方、ڧ風の౎度、
室内に煙が࿙れる場合は、おങいٻめの販売店΁͝࿈བྷく
ださい。

現৅

原因

建
物

煙
突
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候
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༷࢓
仕様一覧

໊শ ロギ オーブン ロギ ソープストーン + オーブン

ストーブ重量 231 LH 320 LH

質ࡐ ຊମʗスνール、ドアʗரమ ຊମʗスνール、ソープストーンɹドアʗரమ

ຊମ࢓上げ ଱熱ࠇృ૷ ଱熱ࠇృ૷

ドア࢓上げ ଱熱ࠇృ૷ ଱熱ࠇృ૷

ެশ出力ݧࢼ（L8）� �.� L8 �.� L8

暖房出力（L8）�  4 ～ 14L8  4 ～ 14L8

暖房໘積 �  �0 ～ 200ᶷ  �0 ～ 200ᶷ

最小ドラフト値 �  0.10mCBS  0.10mCBS 

$0 �ɹ�ɹmH � /ὗ  13� 02� 0.08�ɹʗɹ��0mH � /ὗ 0.08�ɹʗɹ��0mH � /ὗ

燃焼効率 � 8�� 8��

Τωルギー効率クラス ��� " ʴ " ʴ

ഗਖ濃度ଌ定値（/430�8）��  1.33H�LH  1.33H�LH

ഗਖ濃度ଌ定値（&/13240）� 10mH�/ὗ 10mH�/ὗ

燃焼室෯ ��3mm ��3mm 

排気Ψス量 �  �.�H�TFD  �.�H�TFD

排気Ψス温度 �  204℃  204℃

/0Y mH � /ὗ  13� 02� 80 80

燃焼シスςϜ クϦーンόーン クϦーンόーン

燃料のछྨ 薪 薪

薪౤入量  3LH（1.8LH�）  3LH（1.8LH�）

薪長さ �0 Dm �0 Dm

փड͚Ϙοクス ඪ४૷උ ඪ४૷උ

レοグレϕラー ඪ४૷උ ඪ४૷උ

煙突接続方޲ 垂直、水ฏ 垂直、水ฏ

煙突直ܘ П 1�0 mm П 1�0 mm

ܘ直ޱ気څ П 12� mm П 12� mm 

੡଄ࠃ σンϚーク σンϚーク

12
࢓
༷

� は &/（Ԥभ౷一֨ن）13240、�� はϊルウΣー֨نによるݧࢼ値です。

��� の「Τωルギー効率クラス」について
201� ೥以߱、Ԥभ࿈合は木質όイオϚスを燃料とする暖房ث具౳の性能を "��から ( まで֨෇͚し、これらを取ಘしたث具のΈ販売
を可能とする੍نを設͚ています。この੍نは燃料ফඅ量を減らし、大気Ԛછ物質の排出を੍限することを目的とし、Ԥभ࿈合にଐする
28 かࠃす΂てと &&"（Ԥभ経ྖࡁҬ）にٛ຿Խされています。)&5" ࣾはす΂ての੡඼において " 以上の֨෇͚を取ಘしています。 

ɾ上هスϖοクは、ॅ୐ߏ଄、設置方法、薪質、お٬༷の使用状況により、必ずしも一கするものではありません。

ɾ෇ଐ඼一ཡ、オプシϣン ɹɹ � ϖーδ
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まずはトラブルシϡート（44 ～ 4� ϖーδ）を͝
֬ೝください。解ܾしない場合やトラブルシϡート
にない異ৗ、ഁଛがある時は使用をதࢭし、おങ
い上げの販売店に͝૬ஊください。

保証について
อূ書は、ຊମにಉࠝしてあります。

「お引き౉し೔ɾ販売店໊」౳にه入࿙れがないか
֬͝ೝください。ه入࿙れがある場合は、อূい
たしかねますので͝஫ҙください（ه入もれのある
場合は、おങい上げの販売店におਃし出ください）。
อূ書は内༰をよくおಡΈになったޙ、大切にอ؅
してください。
อূظ間தのम理にࡍしては必ずอূ書を͝ఏࣔ
ください。

保証期間
อূظ間はおങい上げいただいた೔から̑೥間で
す。このظ間தにຊ書に従った正ৗな使用状況のも
とでނোが発生した場合、ফ໣部඼（30 ϖーδ）
を除きอূ書のن定に従ってແ料म理させていた
だきます。
อূظ間がա͗ていても、म理すれば使用できる
場合に限り、͝ 。๬により有料にてम理いたしますر
おങいٻめの販売店までお問い合わせください。 

म理料ۚは部඼୅などでߏ੒されています。
・ ٕज़料ʗ਍断、ނোՕॴのम理、部඼ަ׵、ௐ੔、 

。にかかるඅ用ですۀなどの作ݕ఺ྃ׬
・ 部඼୅ʗम理に使用した部඼、およびิॿࡐ料අ 

用です。
・ 出ு料ʗ੡඼のある場ॴ΁ٕज़ऀを೿ݣする場

合のඅ用です。

補修用性能部品の保有期限
ิम用性能部඼ （性能をҡ持するために必要な部
඼）のอ有ظ限は੡଄ଧち切り10ޙ ೥です。

あんしん点検のご案内
ॴ有ऀొ࿥に͝ه入いただき、あんしん఺ݕの͝ొ
࿥をしていただいたお٬༷には、お引き౉しから �
೥ޙにあんしん఺ݕ（఺ݕは有料）の͝Ҋ内௨知を
おૹりさせていただきます。

ご不明な点や修理に関するご相談は･･･
͝ෆ明な఺ならびにނোɾम理、あるいは部඼のお
取りସえにؔする͝૬ஊは、おങいٻめの販売店に
お問い合せください。

อূͱΞフλʔαʔϏε

修理を依頼される前に …… 修理料金の内容
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より一層のご理解をいただくために、本書とあわせて公式サイトもご利用ください。

ϑΝΠϠーαΠυ�ެࣜαΠトɹIUUQT���XXX�pSFTJEFTUPWF�DPN
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